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佐
藤
春
夫
「
女
誡
扇
綺
譚
」
と
台
湾
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア宮

内

淳
子

は

じ

め

に

佐
藤
春
夫
「
女
誡
扇
綺
譚
」（『
女
性
』
一
九
二
五
年
五
月
）
は
、
彼
が
一
九

二
〇
年
七
月
六
日
か
ら
一
〇
月
一
五
日
ま
で
台
湾
に
滞
在
し
た
体
験
か
ら
生
ま

れ
た
。
他
に
も
、
こ
の
旅
に
取
材
し
た
も
の
に
、「
魔
鳥
」（『
中
央
公
論
』
一

九
二
三
年
一
〇
月
）、「
旅
び
と
」（『
新
潮
』
一
九
二
四
年
六
月
）、「
霧
社
」

（『
改
造
』
一
九
二
五
年
三
月
）、「
殖
民
地
の
旅
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
二
年

九
・
一
〇
月
）
な
ど
が
あ
る
。

旅
の
途
中
に
は
高
雄
か
ら
厦
門
へ
渡
り
、
そ
こ
で
着
想
を
得
た
「
星
」（『
改

造
』
一
九
二
一
年
三
月
）
や
紀
行
文
「
集
美
学
校
」（『
新
潮
』
一
九
二
一
年
九

月
）、「
厦
門
の
印
象
」（『
野
依
雑
誌
』
一
九
二
一
年
一
一
月
）
な
ど
も
発
表
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
総
じ
て
台
湾
に
取
材
し
た
も
の
よ
り
発
表
が
早
い
。

「
星
」
は
、
中
国
の
民
間
物
語
「
陳
三
五
娘
」
を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
前
半

は
「
黄
五
娘
」
の
題
名
で
『
改
造
』
の
一
九
二
一
年
一
月
号
に
発
表
さ
れ
て
お

り
、
帰
国
し
て
間
も
な
く
の
執
筆
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
「
女
誡
扇
綺

譚
」
は
帰
国
し
て
か
ら
五
年
、「
殖
民
地
の
旅
」
は
一
一
年
と
い
う
時
間
を
発

表
ま
で
に
要
し
て
い
る
。

河
原
功
は
「
佐
藤
春
夫
「
殖
民
地
の
旅
」
の
真
相
」（『
台
湾
新
文
学
運
動
の

展
開
』
研
文
出
版
、
一
九
九
七
年
）
で
、
発
表
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
台
湾
情
勢
を
指
摘
し
、
藤
井
省
三
は
、「
植
民
地
台
湾
へ
の
ま
な
ざ
し
│

佐
藤
春
夫
「
女
誡
扇
綺
譚
」
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
日
本
文
学
』
一
九
九
三
年
一

月
）
に
お
い
て
、「
女
誡
扇
綺
譚
」
を
単
な
る
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
文
学
と
す

る
従
来
の
評
価
に
対
し
、「
佐
藤
が
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
示
し
た
強
い
関

心
と
共
感
は
一
顧
だ
に
さ
れ
な
い
」
と
批
判
し
た
。
河
野
龍
也
「
佐
藤
春
夫

「
女
誡
扇
綺
譚
」
論
│
或
る
〈
下
婢
〉
の
死
ま
で
」（『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇

佐
藤
春
夫
『
女
誡
扇
綺
譚
』
論

│
植
民
地
の
新
聞
記
者
と
読
書
人
を
視
座
と
し
て
│

宮

内

淳

子

福

島

理

子
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〇
六
年
一
一
月
）
で
は
、
事
件
に
遭
遇
し
た
語
り
手
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
世
外

民
と
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
か

ら
変
化
し
、「
結
末
に
い
る
の
は
、
植
民
地
の
現
実
に
関�

わ�

っ�

て�

し�

ま�

っ�

た�

〈
私
〉
で
あ
り
、
支
配
者
の
立
場
か
ら
殖
民
地
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
決
定
的

な
無
力
さ
と
限
界
を
探
り
当
て
た
、
現
在
の
語
り
手
自
身
な
の
で
あ
る
」
と
す

る
。こ

の
よ
う
に
近
年
の
「
女
誡
扇
綺
譚
」
論
に
は
、
佐
藤
春
夫
が
植
民
地
台
湾

の
置
か
れ
た
現
状
を
受
け
止
め
て
い
た
、
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
お
り
、
各

論
考
と
も
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。

小
論
で
は
語
り
手
の
「
私
」
を
新
聞
記
者
に
設
定
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
こ

う
し
た
見
方
を
別
の
角
度
か
ら
再
確
認
し
て
み
た
い
。
再
録
本
『
霧
社
』（
昭

森
社
、
一
九
三
六
年
七
月
）
で
は
、「
女
誡
扇
綺
譚
」
の
末
尾
の
一
節
に
、「
そ

も
と

れ
が
原
に
な
つ
て
自
分
は
僚
友
と
争
論
の
末
退
社
し
、
食
ひ
つ
め
て
内
地
へ
帰

つ
て
来
た
。」
と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
も
本
文
に
は
、「
私
」
の

新
聞
社
勤
務
へ
の
倦
厭
の
情
は
し
ば
し
ば
吐
露
さ
れ
て
い
た
。
真
面
目
に
出
来

て
い
た
新
聞
社
勤
務
が
、
今
は
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
設
定
か

ら
、
作
者
の
、
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
新
聞
批
判
が
読
み
取
れ
は
し
な
い
か
。

実
際
に
佐
藤
春
夫
が
関
係
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
台
湾
新
聞
社
を
取
り
上
げ
、

こ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

こ
れ
ら
は
、
現
地
で
得
た
認
識
を
背
景
に
生
れ
た
。
旅
を
通
し
て
、
彼
は
現

地
の
新
聞
報
道
を
鵜
呑
み
に
で
き
な
い
こ
と
を
再
認
識
し
た
で
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば
彼
の
滞
在
時
、
霧
社
の
奥
地
に
住
む
「
サ
ラ
マ
オ
蕃
」
が
蜂
起
し
た
事
件

（
一
九
二
〇
年
九
月
一
八
日
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
魔
鳥
」「
霧
社
」
に
描
か
れ

た
訳
だ
が
、
台
湾
の
先
住
民
を
調
査
し
た
森
丙
牛
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
佐
藤

春
夫
は
、
新
聞
が
も
っ
ぱ
ら
日
本
人
被
害
者
の
側
か
ら
し
か
報
道
し
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
総
督
府
の
先
住
民
政
策
を
批
判
的
に
見
る
視
点
を
持

（
�
）

ち
得
た
。

佐
藤
春
夫
「
厦
門
の
印
象
」
で
は
、
厦
門
の
旅
館
で
寝
具
の
下
に
豚
の
骨
を

置
か
れ
、
日
本
人
と
み
て
の
宿
の
者
の
し
た
嫌
が
ら
せ
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、「
つ
い
昨
日
散
歩
の
路
上
で
あ
の
町
は
づ
れ
の
壁
に
見
出
し
た
落

書
の
こ
と
を
考
へ
る
。「
青
島
問
題
普
天
共
憤
」「
勿
忘
国
恥
」
と
い
ふ
の
が
あ

つ
た
。
│
日
貨
排
斥
の
も
の
と
し
て
は
「
勿
用
仇
貨
」「
禁
用
劣
貨
」
な
ど
と

も
あ
つ
た
。「
こ
奴
は
日
本
人
だ
！
」
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
ひ
な
が
ら
私

に
つ
つ
か
か
つ
て
来
た
酔
漢
も
あ
つ
た
」
と
も
あ
る
。「
青
島
問
題
」
と
は
二

十
一
箇
条
要
求
（
一
九
一
五
年
）
が
一
九
一
九
年
の
パ
リ
講
和
会
議
で
事
実
上

認
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
後
中
国
で
は
激
し
い
抵
抗
が
起
き
、

抗
日
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
上
、
福
建
省
で
は
抗
日
活
動
を
し
て
い

た
中
国
人
学
生
に
日
本
人
と
台
湾
人
が
暴
行
し
た
こ
と
か
ら
起
き
た
福
州
事
件

が
、
一
九
一
九
年
一
一
か
ら
一
二
月
に
あ
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

厦
門
で
こ
う
し
た
体
験
を
し
た
佐
藤
春
夫
だ
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
、
自
宅
に

中
国
人
留
学
生
、
田
漢
の
訪
問
を
受
け
る
。

田
漢
の
日
記
『
薔
薇
之
路
』（
泰
東
図
書
局
、
一
九
二
二
年
五
月
）
に
よ
る

と
、
田
漢
は
一
九
二
一
年
一
〇
月
一
六
日
、
上
目
黒
の
佐
藤
春
夫
宅
を
訪
ね

た
。
初
対
面
の
ぎ
こ
ち
な
さ
を
和
ら
げ
た
の
は
、
佐
藤
の
「
黄
五
娘
」（『
改
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造
』
一
九
二
一
年
一
月
、
後
に
「
星
」
と
し
て
『
幻
燈
』（
新
潮
社
、
一
九
二

一
年
一
〇
月
）
に
収
録
）
の
話
題
で
あ
っ
た
。「
厦
門
の
印
象
」
も
、
そ
の
後
、

話
題
に
上
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
古
い
中
国
の
説
話
を
抒
情
的
に
描
い
た
「
星
」

に
比
べ
、「
女
誡
扇
綺
譚
」
に
は
植
民
地
が
持
つ
問
題
が
反
映
さ
れ
て
い
た
が
、

厦
門
で
肌
で
感
じ
た
抗
日
運
動
を
、
田
漢
を
通
し
て
中
国
側
の
立
場
か
ら
理
解

（
�
）

す
る
機
会
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
女
誡
扇
綺
譚
」
は
当
然
な
が
ら
日
本
語
で
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
だ
が
、
作

中
の
話
し
こ
と
ば
は
、
日
本
語
の
他
、
英
語
、
閩
南
語
が
あ
り
、
穀
物
問
屋
の

店
先
の
鸚
鵡
が
北
京
語
を
話
す
。
先
住
民
の
い
る
島
に
、
大
陸
か
ら
移
民
が
繰

り
返
さ
れ
、
や
が
て
日
本
の
統
治
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
島
の
、
政
治

的
、
文
化
的
背
景
が
こ
と
ば
に
張
り
付
い
て
い
る
。「
女
誡
扇
綺
譚
」
で
は
、

こ
れ
ら
の
事
情
に
配
慮
し
た
書
き
方
を
し
て
い
る
。
こ
れ
も
現
地
で
再
認
識
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
話
し
こ
と
ば
の
み
な
ら
ず
、
世
外
民
が
作
る
漢
詩
も
、
台

湾
が
置
か
れ
た
状
況
を
背
景
に
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
持
つ
政
治

的
意
味
合
い
が
容
易
に
浮
か
び
上
が
る
。
世
外
民
と
「
私
」
が
交
遊
を
結
ん
だ

の
は
、
新
聞
に
投
稿
さ
れ
た
漢
詩
が
縁
で
あ
っ
た
。
台
湾
に
お
い
て
新
聞
投
稿

欄
に
お
け
る
漢
詩
の
位
置
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
言
及
し

た
い
。

植
民
地
の
新
聞
事
業
│
『
台
湾
新
聞
』
を
通
し
て
│

松
風
子
「『
女
誡
扇
綺
譚
』
の
話
者
に
つ
い
て
」（『
文
芸
台
湾
』
一
九
四
〇

年
一
〇
月
）
は
、「
佐
藤
春
夫
氏
は
台
湾
で
新
聞
記
者
を
し
て
ゐ
た
こ
と
が
あ

る
さ
う
だ
。
さ
う
い
ふ
噂
を
と
き
ど
き
聞
か
さ
れ
る
。
か
う
い
ふ
流
説
の
出
て

来
る
も
と
は
、『
女
誡
扇
綺
譚
』
の
中
で
、
こ
の
物
語
の
話
者
が
台
南
の
新
聞

記
者
を
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
記
事
が
あ
る
と
こ
ろ
に
基
い
て
ゐ
る
も
の
ら
し
い
」

と
始
ま
る
。
松
風
子
と
は
、
台
北
帝
国
大
学
教
授
で
あ
っ
た
島
田
謹
二
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
あ
る
。

小
説
中
の
語
り
手
と
作
者
佐
藤
春
夫
を
混
同
し
た
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
あ

る
「
そ
の
頃
の
私
は
、
つ
ま
ら
な
い
話
だ
が
或
る
失
恋
事
件
に
よ
つ
て
自
暴
自

棄
に
堕
入
つ
て
」
い
た
と
い
う
の
が
、
当
時
の
佐
藤
春
夫
の
状
況
と
結
び
つ
い

た
せ
い
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
島
田
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
女
誡
扇
綺
譚
」

の
「
私
」
に
春
夫
の
体
験
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
推
測
し
、
伝
手

を
頼
っ
て
知
人
か
ら
佐
藤
春
夫
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ

の
結
果
、
春
夫
か
ら
は
「
台
南
新
報
か
ら
頼
ま
れ
、
金
を
貰
つ
て
何
か
書
く
約

束
を
し
た
」
が
、「
二
回
位
何
か
書
い
て
、
後
は
書
か
な
か
つ
た
や
う
に
思

ふ
」、
し
か
も
金
は
「
相
当
貰
つ
た
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
新
聞
社
と
の
遣
り
取
り
か
ら
、
語
り
手
を
新
聞
記
者
に
す
る
こ
と
を
思

い
つ
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
島
田
は
推
測
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
佐
藤
春
夫
に
原
稿
依
頼
を
し
た
の
が
『
台
南
新
報
』
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
佐
藤
春
夫
が
高
雄
か
ら
父
親
に
出
し
た
書
簡
に
は
、

「
ち
よ
つ
と
支
那
ま
で
渡
つ
て
見
ま
す
。
│
旅
費
は
台
湾
の
印
象
と
い
ふ
文
章

を
台
湾
新
聞
に
書
け
│
一
枚
二
円
五
十
銭
出
す
と
い
ふ
か
ら
、
前
金
を
も
ら
つ

て
行
き
ま
す
」（
佐
藤
豊
太
郎
宛
、
一
九
二
〇
年
七
月
一
一
日
）
と
あ
る
。
ど
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ち
ら
か
が
春
夫
の
記
憶
違
い
か
、
ま
た
は
、『
台
南
新
報
』
説
が
伝
聞
の
ど
こ

か
の
段
階
で
の
誤
り
だ
っ
た
か
│
│
。
ま
た
、
先
の
父
親
宛
書
簡
に
は
、「
台

中
の
新
聞
な
ど
で
大
分
大
げ
さ
に
書
き
立
て
ら
れ
た
の
に
は
却
つ
て
迷
惑
を
し

ま
し
た
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
台
中
の
新
聞
と
い
う
な
ら
、
台
中
唯
一
の
日

本
人
経
営
の
新
聞
で
あ
る
『
台
湾
新
聞
』
を
指
す
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
当
時

の
『
台
湾
新
聞
』
か
『
台
南
新
報
』
が
残
っ
て
い
れ
ば
確
認
で
き
る
の
で
あ
る

（
�
）

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
女
誡
扇
綺
譚
」
の
「
私
」
を
新
聞
記
者
と
設
定
し
た
に
つ
い
て
、
仮
に
、

前
金
を
も
ら
っ
た
『
台
湾
新
聞
』
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
し
て
、
具
体
的
な
当
時

の
新
聞
社
の
状
況
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

『
台
湾
新
聞
』
は
、『
台
湾
日
日
新
報
』『
台
南
新
報
』
と
と
も
に
、
当
時
、

台
湾
の
邦
字
新
聞
と
し
て
勢
力
を
分
け
合
っ
て
い
た
。
国
勢
新
聞
社
編
『
昭
和

十
一
年
版

台
湾
新
聞
総
覧
』（
国
勢
新
聞
社
台
湾
支
社
、
一
九
三
六
年
七
月
）

の
「
台
湾
新
聞
社
」
の
項
目
に
よ
る
と
、
本
社
は
台
中
市
明
治
町
一
ノ
五
、
創

業
は
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
で
あ
る
。
は
じ
め
は
『
台
中
毎
日
新
聞
』、

二
年
後
に
『
中
部
台
湾
日
報
』、
一
九
〇
七
年
に
『
台
湾
新
聞
』
と
な
っ
た
。

順
調
に
部
数
を
伸
ば
し
、
一
九
一
八
年
に
は
煉
瓦
造
り
の
二
階
建
て
の
工
場
を

増
築
し
て
輪
転
機
を
設
置
し
、
六
頁
の
紙
面
を
八
頁
に
増
や
し
た
。
春
夫
の
滞

在
か
ら
五
年
後
の
一
九
二
五
年
に
は
、
夕
刊
四
頁
の
発
行
も
始
ま
っ
た
。
一
九

二
七
年
五
月
よ
り
、
月
曜
日
毎
に
「
付
録
新
竹
版
」、
一
九
三
一
年
四
月
か
ら

は
火
曜
日
毎
に
「
付
録
高
雄
版
」
が
発
行
さ
れ
た
。

小
説
中
の
「
私
」
は
新
聞
社
勤
め
に
後
ろ
向
き
な
姿
勢
し
か
持
て
な
く
な
っ

ク
ッ
ト
ウ
カ
ン

て
お
り
、
禿
頭
港
の
廃
屋
で
の
不
思
議
な
体
験
を
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
思

っ
て
い
る
。

こ
れ
が
若
し
私
が
入
社
し
た
当
時
の
や
う
な
熱
心
な
新
聞
記
者
だ
つ
た

ら
、
趣
味
的
な
い
い
特
種
で
も
拾
つ
た
気
に
な
つ
て
、
早
速
「
廃
港
ロ
ー

マ
ン
ス
」
と
か
何
と
か
割
註
を
し
て
、
さ
ぞ
セ
ン
セ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
字

を
羅
列
す
る
こ
と
を
胸
中
に
企
て
て
ゐ
た
だ
ら
う
が
、
そ
の
頃
は
私
は
も

う
自
分
の
新
聞
を
上
等
に
し
て
や
ら
う
な
ど
と
い
ふ
考
へ
は
毛
頭
な
か
つ

た
。
毎
日
の
出
社
さ
へ
満
足
に
は
勤
め
ず
に
わ
が
酒
徒
世
外
民
と
ば
か
り

飲
み
暮
ら
し
て
ゐ
た
。

仕
事
を
す
る
気
に
な
れ
ず
に
飲
み
暮
ら
し
て
い
た
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
あ

げ
た
失
恋
事
件
が
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
聞
社
の
あ
り
方
が
、

「
私
」
を
失
望
さ
せ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
、
世
外
民
と
の

出
会
い
の
経
緯
に
も
示
さ
れ
て
い
た
。

彼
の
投
稿
し
た
も
の
を
見
て
私
は
そ
れ
を
新
聞
に
採
録
し
た
。
私
は
彼
の

詩
│
│
無
論
、
漢
詩
で
あ
る
が
、
そ
の
文
才
を
十
分
解
し
た
と
い
ふ
わ
け

で
は
な
い
が
、
寧
ろ
そ
の
反
抗
の
気
慨
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
詩
は
一
度
採
録
し
た
き
り
だ
つ
た
。
当
局
か
ら
注
意
が
あ
つ
て
、
私

は
呼
び
出
さ
れ
て
統
治
上
有
害
だ
と
言
ふ
の
で
そ
の
非
常
識
を
咎
め
ら
れ

た
。
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当
局
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
統
治
に
協
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
に
つ
い
て

は
、
一
九
一
七
年
一
二
月
一
八
日
に
発
令
さ
れ
た
「
台
湾
新
聞
紙
令
」
の
力
が

大
き
い
。
こ
れ
は
お
お
む
ね
内
地
の
新
聞
紙
法
（
一
九
〇
九
年
公
布
・
施
行
）

に
則
り
、
た
と
え
ば
「
第
十
一
条

左
ノ
事
項
ハ
新
聞
紙
ニ
掲
載
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ズ
」
と
し
て
禁
止
条
項
が
並
び
、
更
に
、「
第
十
二
条

台
湾
総
督
ハ
外
交

軍
事
其
ノ
他
秘
密
ヲ
要
ス
ル
事
項
ノ
掲
載
ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
っ
た

事
項
も
あ
る
。
李
承
機
「
植
民
地
統
治
初
期
に
お
け
る
台
湾
総
督
府
メ
デ
ィ
ア

政
策
の
確
立
│
植
民
地
政
権
と
母
国
民
間
人
の
葛
藤
」（『
日
本
台
湾
学
会
報
』

二
〇
〇
二
年
七
月
）
に
よ
る
と
、「
台
湾
総
督
府
は
、
内
地
と
は
異
な
っ
た
メ

デ
ィ
ア
政
策
を
敷
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
地
よ
り
も
厳
し
い
メ
デ
ィ
ア
統
制
を

行
っ
て
い
っ
た
」「
そ
の
最
も
具
体
的
な
施
策
は
「
御
用
新
聞
」
の
創
設
と
、

統
制
色
が
内
地
よ
り
も
強
い
「
台
湾
新
聞
紙
条
例
」
の
制
定
で
あ
っ
た
」
と
し

て
い
る
。「
台
湾
新
聞
紙
条
例
」
は
「
台
湾
新
聞
紙
令
」
の
前
身
で
、
一
九
〇

〇
年
一
月
に
発
布
さ
れ
、
そ
の
「
御
用
新
聞
」
と
な
っ
た
の
が
、
先
に
あ
げ
た

『
台
湾
日
日
新
報
』『
台
湾
新
聞
』『
台
南
新
報
』
の
三
紙
で
あ
っ
た
。

当
時
で
も
、
城
東
生
「
余
の
見
た
る
台
湾
の
日
刊
新
聞
」（『
実
業
之
台
湾
』

一
九
二
五
年
一
一
月
）
が
、「
余
は
台
日
、
台
湾
、
台
南
の
三
新
聞
を
読
む
こ

と
既
に
十
数
年
の
久
し
き
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
が
未
だ
嘗
つ
て
三
新
聞
が
督
府

の
施
政
に
対
し
て
直
言
讜
議
を
試
み
た
る
こ
と
を
見
た
こ
と
も
、
聞
い
た
こ
と

も
な
い
の
で
あ
る
」「
而
か
も
三
十
年
の
間
督
府
の
施
政
が
凡
て
瑕
瑾
無
か
つ

た
と
も
思
へ
ぬ
」
と
い
っ
た
批
判
を
し
て
い
る
。
総
督
府
の
方
針
は
台
日
、
台

湾
、
台
南
の
他
に
日
刊
新
聞
の
発
行
は
許
可
し
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ

れ
は
間
接
に
三
新
聞
を
保
護
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
。
そ
う

し
て
み
れ
ば
、「
反
抗
の
気
慨
」
を
持
っ
た
世
外
民
の
漢
詩
を
採
録
し
た
「
女

誡
扇
綺
譚
」
の
「
私
」
に
対
す
る
、「
当
局
か
ら
注
意
が
あ
つ
て
、
私
は
呼
び

出
さ
れ
て
統
治
上
有
害
だ
と
言
ふ
の
で
そ
の
非
常
識
を
咎
め
ら
れ
た
」
と
い
う

新
聞
社
の
措
置
は
当
た
り
前
す
ぎ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
。
城
東
生
が
、
主
要

三
紙
は
補
助
金
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
総
督
府
の
方
針
に
は
一
切

批
判
を
し
な
い
御
用
新
聞
だ
と
批
判
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
民
間
紙
に
は
条

例
を
す
り
抜
け
て
批
判
的
な
記
事
を
書
く
も
の
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
私
」

も
ま
た
、
御
用
新
聞
の
あ
り
方
に
や
り
き
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
。

「
女
誡
扇
綺
譚
」
末
尾
に
も
、
新
聞
が
植
民
地
を
統
治
す
る
側
に
即
し
た
記

事
ば
か
り
書
い
て
い
る
不
満
が
示
さ
れ
る
。

幾
日
目
か
で
社
へ
出
て
み
る
と
、
同
僚
の
一
人
が
警
察
か
ら
採
つ
て
来

た
種
の
な
か
に
、
穀
商
黄
氏
の
下
婢
十
七
に
な
る
女
が
主
人
の
世
話
し
た

内
地
人
に
嫁
す
る
こ
と
を
嫌
つ
て
、
罌
粟
の
実
を
多
量
に
食
つ
て
死
ん
だ

と
い
ふ
の
が
あ
つ
た
。
彼
女
は
幼
く
て
孤
児
に
な
り
、
こ
の
隣
人
に
拾
は

れ
て
養
育
さ
れ
て
ゐ
た
の
だ
と
い
ふ
。
こ
の
記
事
を
書
く
男
は
、
台
湾
人

が
内
地
人
に
嫁
す
る
こ
と
を
嫌
つ
た
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
焦
点
を
置
い
て
、

そ
れ
が
不
都
合
で
あ
る
か
の
如
き
口
吻
の
記
事
を
作
つ
て
ゐ
た
。

先
に
触
れ
た
通
り
、『
霧
社
』
収
録
時
に
は
、
右
の
引
用
部
分
の
す
ぐ
後
に
、

こ
れ
を
耐
え
が
た
く
思
っ
た
「
自
分
」
が
「
僚
友
と
争
論
の
末
退
社
し
」、
内
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地
に
戻
る
と
い
う
こ
と
を
書
き
加
え
て
い
る
。

次
に
、
当
時
の
具
体
的
な
『
台
湾
新
聞
』
の
記
者
の
現
実
を
調
べ
て
み
よ

う
。泉

風
浪
『
新
聞
人
雑
記
』（
台
湾
婦
人
社
、
一
九
四
〇
年
七
月
）
は
、
二
一

歳
で
東
京
で
新
聞
記
者
を
始
め
て
か
ら
の
、
二
七
年
余
り
の
記
者
生
活
を
回
顧

し
た
も
の
で
あ
る
。
泉
は
一
九
一
九
年
九
月
に
台
湾
へ
来
て
、
台
湾
新
聞
社
の

記
者
と
な
り
、
一
九
二
二
年
、
台
湾
新
聞
社
の
改
革
運
動
を
起
こ
し
て
馘
首
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
台
南
新
報
社
に
入
社
し
た
が
、
佐
藤
春
夫
が
台
湾
に
滞
在
し

て
い
た
時
期
は
台
湾
新
聞
社
に
い
た
。

『
新
聞
人
雑
記
』
の
中
で
入
社
当
時
の
『
台
湾
新
聞
』
の
こ
と
を
、
泉
は
次

の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

俺
が
東
京
か
ら
雇
は
れ
て
来
た
当
時
は
八
千
五
六
百
を
上
下
し
て
ゐ
た
。

ど
う
し
て
も
一
万
以
上
出
さ
な
く
て
は
と
言
つ
て
、
編
集
、
営
業
共
に
大

馬
力
を
か
け
た
も
の
で
あ
つ
た
。
殊
に
主
筆
の
大
野
恭
平
氏
は
、
よ
り
よ

い
新
聞
を
作
ら
ね
ば
と
云
つ
た
意
気
込
み
で
、
編
集
費
用
を
惜
ま
ず
、
ド

シ
ド
シ
と
支
出
し
た
の
で
、
謂
ふ
処
の
よ
い
新
聞
は
出
来
上
る
が
、
編
集

費
用
は
嵩
む
一
方
で
あ
つ
た
。

佐
藤
春
夫
に
好
条
件
で
原
稿
を
依
頼
し
た
の
が
『
台
湾
新
聞
』
だ
と
す
れ

ば
、
こ
の
大
野
が
主
筆
だ
っ
た
時
代
で
あ
る
。

吉
川
生
「
台
湾
改
革
の
第
一
歩

俎
上
の
台
湾
三
新
聞
」（『
実
業
之
台
湾
』

一
九
二
〇
年
一
二
月
）
で
は
、
冒
頭
で
、「
台
湾
を
観
察
す
る
も
の
は
、
衆
口

共
に
官
場
の
不
振
…
御
用
商
人
の
跳
梁
…
而
し
て
日
刊
新
聞
紙
の
不
甲
斐
な
き

を
難
せ
ざ
る
者
な
し
」「
我
輩
は
台
湾
改
革
の
第
一
歩
は
、
実
に
新
聞
紙
の
改

造
に
あ
り
と
信
ず
る
」
と
し
、
改
造
の
要
点
に
、
ま
ず
新
聞
記
者
の
待
遇
を
改

善
し
て
生
活
を
安
定
さ
せ
、
見
識
を
持
た
せ
る
こ
と
、
及
び
組
織
の
充
実
を
挙

げ
て
い
る
。
新
聞
の
改
革
に
お
い
て
は
金
力
以
上
に
人
の
力
が
大
き
い
と
い
う

趣
旨
で
あ
る
。
台
湾
新
聞
社
に
つ
い
て
は
、「
此
大
発
展
を
事
実
上
に
現
出
せ

し
め
た
る
者
は
大
野
恭
平
」
で
あ
る
と
評
価
し
、
台
湾
新
聞
社
社
長
が
内
地
か

ら
『
国
民
新
聞
』
の
宮
島
真
之
を
呼
ん
だ
こ
と
で
、
台
北
支
局
長
の
宮
川
次
郎

や
主
筆
の
大
野
恭
平
ら
が
ど
う
動
く
か
と
い
う
興
味
が
語
ら
れ
て
い
る
。

結
果
と
し
て
、
大
野
主
筆
は
退
任
。
宮
島
真
之
が
一
緒
に
連
れ
て
き
た
佐
藤

夜
午
を
台
北
支
局
長
に
据
え
た
の
で
、
宮
川
も
退
社
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九

二
一
年
は
台
湾
新
聞
二
〇
周
年
を
記
念
す
る
年
だ
が
、
佐
藤
春
夫
が
台
湾
に
行

っ
た
時
期
、
そ
れ
を
目
前
に
組
織
は
大
揉
め
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
内
紛
に
巻

き
込
ま
れ
て
退
社
し
た
宮
川
次
郎
が
後
年
、
そ
の
著
書
『
新
台
湾
の
人
々
』

（
拓
殖
通
信
社
、
一
九
二
六
年
三
月
）
中
で
、
台
湾
新
聞
社
社
長
以
下
の
経
営

陣
を
辛
口
に
評
価
し
て
い
た
の
も
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

漢
詩
の
位
置

「
私
」
が
世
外
民
の
漢
詩
を
採
録
し
た
こ
と
か
ら
、
二
人
の
交
友
は
始
ま
っ

た
。
新
聞
に
投
稿
さ
れ
る
漢
詩
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。
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た
と
え
ば
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
一
六
年
一
一
月
三
日
（
明
治
節
）
に

は
、「
奉
祝
漢
詩
」
と
し
て
、
大
正
天
皇
即
位
（
一
九
一
五
年
一
一
月
）
を
祝

う
漢
詩
が
、「
奉
祝
和
歌
」
と
と
も
に
多
数
並
ん
で
い
る
。
漢
詩
と
い
う
中
国

の
伝
統
文
学
の
ス
タ
イ
ル
で
日
本
の
皇
室
を
讃
え
る
。
作
者
は
、
一
部
日
本
人

名
も
確
認
で
き
る
が
、
多
く
は
漢
民
族
の
名
前
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
奉
祝

和
歌
」
は
日
本
人
名
ば
か
り
で
あ
る
。

台
湾
の
日
本
統
治
期
に
お
い
て
、
最
初
に
文
化
政
策
を
通
し
て
の
懐
柔
に
漢

詩
文
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
第
四
代
台
湾
総
督
・
児
玉
源
太
郎
で
あ
っ
た
。
こ

の
流
れ
で
一
九
〇
二
年
に
台
中
に
櫟
社
、
一
九
〇
九
年
に
は
台
北
に
瀛
社
、
台

南
に
南
社
が
生
れ
て
三
大
詩
社
と
さ
れ
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
に
瀛
社
主
催
で

全
島
詩
人
大
会
が
台
北
で
開
か
れ
た
。
漢
詩
文
の
素
養
を
持
っ
た
日
本
人
た
ち

が
、
そ
れ
を
通
じ
て
台
湾
の
知
識
人
た
ち
と
交
遊
し
、
関
係
を
深
め
よ
う
と
す

る
催
し
も
あ
っ
た
が
、
一
方
、
漢
詩
文
は
台
湾
在
住
の
漢
民
族
た
ち
に
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
自
覚
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
日
本
の
知
識

階
級
が
信
奉
し
て
き
た
漢
詩
文
は
、
自
ら
の
文
化
な
の
で
あ
る
。
世
外
民
は
別

れ
に
臨
ん
で
「
私
」
へ
漢
詩
を
送
っ
た
（
初
出
時
に
は
な
く
、『
女
誡
扇
綺
譚
』

（
第
一
書
房
、
一
九
二
六
年
二
月
）
刊
行
時
に
書
き
加
え
ら
れ
る
）。
そ
れ
も
、

こ
う
し
た
交
流
の
私
的
な
か
た
ち
と
い
え
る
。

清
朝
が
終
る
ま
で
は
台
湾
で
も
科
挙
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
世
外
民
は
代
々

秀
才
を
出
し
た
豪
家
の
出
だ
と
い
う
か
ら
漢
民
族
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
日
本

も
か
つ
て
は
漢
詩
文
を
エ
リ
ー
ト
層
の
文
化
と
し
て
持
っ
て
い
た
。
世
外
民
の

漢
詩
の
「
そ
の
反
抗
の
気
慨
」
を
評
価
す
る
「
私
」
も
、「
統
治
上
有
害
だ
」

と
判
断
し
た
当
局
も
、
漢
詩
文
を
解
し
、
そ
の
影
響
力
を
信
じ
ら
れ
た
層
に
属

す
る
。

台
湾
旅
行
に
取
材
し
た
佐
藤
春
夫
の
紀
行
文
に
「
殖
民
地
の
旅
」
が
あ
る
。

先
に
あ
げ
た
父
親
宛
書
簡
に
、「
台
中
の
新
聞
な
ど
で
大
分
大
げ
さ
に
書
き
立

て
ら
れ
た
の
に
は
却
つ
て
迷
惑
を
し
ま
し
た
」
と
い
う
一
節
が
あ
っ
た
が
、
そ

れ
は
、「
殖
民
地
の
旅
」
に
あ
っ
た
台
中
の
林
献
堂
（
文
中
で
は
林
熊
徴
）
訪

問
に
つ
い
て
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
の
推
測
も
可
能
だ
。
こ
の
と
き
林
献
堂

は
、
日
本
の
植
民
地
政
策
と
し
て
平
等
を
取
る
の
か
、
同
化
を
取
る
の
か
と
い

う
問
題
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

本
島
人
に
向
つ
て
内
地
人
に
同
化
せ
よ
と
強
要
す
る
な
ら
ば
こ
れ
は
本
島

人
は
容
易
に
認
め
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
せ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
人
間

は
本
来
の
性
質
と
し
て
向
上
心
を
持
つ
て
ゐ
る
者
で
あ
り
ま
す
が
、
本
島

人
は
既
に
自
ら
文
明
人
な
り
と
の
自
負
を
持
つ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
忌
憚

な
く
申
せ
ば
台
湾
に
来
て
ゐ
る
一
般
の
役
人
や
商
人
な
ど
の
文
明
よ
り
も

高
い
文
明
を
持
つ
て
ゐ
る
と
自
負
し
て
ゐ
る
。
そ
の
彼
ら
が
自
分
の
高
い

自
負
を
捨
て
て
よ
り
低
い
文
明
に
同
化
す
る
こ
と
は
人
間
の
本
性
と
し
て

肯
ぜ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

「
殖
民
地
の
旅
」
は
実
際
の
台
湾
旅
行
か
ら
一
二
年
も
経
っ
て
か
ら
発
表
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
見
が
佐
藤
春
夫
の
内
部
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
世
外
民
が
漢
詩
を
創
作
す
る
動
機
に
も
繋
が
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っ
て
く
る
。
林
献
堂
の
自
負
す
る
漢
民
族
の
高
い
文
化
の
ひ
と
つ
に
漢
詩
文
が

あ
る
の
は
、
動
か
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

台
中
霧
峰
の
櫟
社
の
発
起
人
の
一
人
、
林
痴
仙
は
林
献
堂
の
従
兄
で
あ
り
、

所
属
の
詩
人
た
ち
の
多
く
は
、
一
九
二
一
年
に
結
成
さ
れ
た
台
湾
文
化
協
会
に

参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
台
湾
人
の
文
化
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
台
湾
議
会

設
置
請
願
運
動
に
も
関
わ
っ
た
組
織
で
あ
る
。
漢
詩
を
通
じ
て
連
帯
感
と
抗
日

意
識
が
共
有
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（「
台
湾
総
督
と
漢
詩
人
」、
中
島
利
郎
編

著
『
日
本
統
治
期
台
湾
文
学
小
辞
典
』、
緑
蔭
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）。

先
に
泉
風
浪
『
新
聞
人
雑
記
』
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
「
俺
の
政
治
運
動
」

の
章
に
は
、「
俺
は
社
会
運
動
を
す
る
事
、
内
台
通
じ
て
二
十
有
五
年
、
つ
ま

り
新
聞
人
が
本
職
か
社
会
運
動
の
方
が
専
門
か
判
ら
な
い
程
、
東
京
で
も
台
湾

で
も
社
会
運
動
に
没
頭
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
大
正
十
一
年

一
月
二
日
開
催
し
た
全
島
詩
人
大
会
の
開
催
を
斡
旋
し
た
の
も
俺
で
あ
る
。
の

み
な
ら
ず
同
大
会
に
於
て
「
芸
術
と
文
化
運
動
」
と
云
ふ
演
題
で
台
湾
の
文
化

促
進
を
極
力
強
調
し
た
の
も
俺
で
あ
る
。（
中
略
）
台
湾
新
聞
主
催
の
全
島
か

る
た
大
会
を
企
て
た
の
も
、
俺
と
南
報
社
部
長
だ
つ
た
伊
藤
杏
堂
君
と
で
あ

る
。
例
の
台
湾
議
会
請
願
運
動
に
対
し
て
も
俺
は
陰
に
陽
に
骨
を
折
つ
て
ゐ

る
」
と
い
う
。
全
島
詩
人
大
会
か
ら
台
湾
議
会
請
願
運
動
ま
で
、
幅
広
く
運
動

を
行
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

台
湾
議
会
設
置
運
動
は
、
帝
国
議
会
両
院
に
対
し
、
第
一
回
の
請
願
運
動
が

一
九
二
一
年
一
月
三
〇
日
に
行
わ
れ
、
一
九
三
四
年
三
月
ま
で
一
五
回
に
及
ん

だ
。
こ
の
運
動
の
中
心
に
林
献
堂
が
い
た
。「
殖
民
地
の
旅
」
で
、
佐
藤
春
夫

が
林
献
堂
を
訪
ね
た
と
き
、
そ
の
席
に
警
察
の
役
人
が
立
ち
合
い
、
会
話
の
内

容
を
し
き
り
に
メ
モ
し
て
い
た
と
あ
る
。
そ
の
警
戒
ぶ
り
か
ら
、
春
夫
は
自
分

が
ど
の
よ
う
な
人
物
と
相
対
し
て
い
る
の
か
を
察
知
で
き
た
。
こ
の
林
氏
と
会

う
こ
と
を
勧
め
て
く
れ
た
の
が
、
州
知
事
の
晩
餐
会
で
出
会
っ
た
新
聞
記
者
の

Ｂ
君
だ
と
あ
る
。
台
中
州
の
知
事
の
会
で
会
っ
た
、「
土
地
の
有
力
な
新
聞
記

者
の
Ｂ
氏
」
と
い
え
ば
、
台
湾
新
聞
社
の
記
者
で
あ
る
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

Ｂ
氏
は
林
献
堂
の
こ
と
を
、「
も
し
仮
り
に
台
湾
共
和
国
と
い
ふ
や
う
な
も
の

で
も
成
立
す
る
と
空
想
し
て
み
て
、
そ
の
時
の
大
統
領
は
と
言
へ
ば
正
し
く

彼
」
と
言
い
切
っ
た
。
文
中
で
は
そ
の
名
を
林
熊
徴
と
い
う
が
、
阿
罩
霧
に
住

（
�
）

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
林
献
堂
に
間
違
い
な
い
。
林
熊
徴
は

お
な
じ
く
名
家
に
は
違
い
な
い
が
、
林
本
源
製
糖
の
副
社
長
と
し
て
、
総
督
府

（
�
）

に
近
い
立
場
だ
っ
た
。

全
島
詩
人
大
会
に
『
台
湾
新
聞
』
が
ど
う
か
か
わ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、

櫟
社
の
あ
る
台
中
が
『
台
湾
新
聞
』
の
あ
る
地
な
の
で
、
何
ら
か
の
連
携
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

残
さ
れ
て
い
る
『
台
湾
日
日
新
報
』
を
調
べ
て
み
る
。
一
九
二
四
年
二
月
七

日
の
七
面
に
は
、
漢
詩
人
大
会
が
台
中
で
開
催
さ
れ
る
と
報
じ
、
一
九
二
七
年

五
月
九
日
（
夕
刊
）
一
面
に
は
、「
全
島
漢
詩
人
大
会
を
台
北
に
開
催
」
と
し
、

「
全
島
の
漢
詩
人
は
台
北
、
台
中
及
び
台
南
の
三
市
に
於
て
毎
年
一
回
大
会
を

開
催
し
て
来
た
が
、
本
年
は
い
よ
い
よ
台
北
市
で
開
く
こ
と
と
な
り
、
二
十
日

蓬
莱
閣
に
開
催
」
と
報
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
一
代
台
湾
総
督
・
上
山
満
之

進
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
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日
本
語
版
で
の
漢
詩
投
稿
欄
は
「
奉
祝
漢
詩
」
以
降
、
徐
々
に
縮
小
さ
れ
て

い
っ
た
が
、『
台
湾
新
聞
』
の
華
字
版
で
は
、
た
と
え
ば
一
九
三
五
年
四
月
六

日
六
面
に
は
、「
藝
苑
消
息
」
と
し
て
「
彰
化
崇
文
社
第
二
百
十
二
期
文
題
及

第
七
期
詩
題
擬
定
如
左
」
と
あ
っ
て
題
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
漢
詩

文
を
作
り
、
発
表
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
通
知
は
、
華
字
版
に
は
し
ば

ら
く
続
く
。

何
語
で
話
す
の
か

世
外
民
は
漢
民
族
の
エ
リ
ー
ト
と
し
て
漢
詩
を
作
っ
た
が
、「
女
誡
扇
綺
譚
」

に
は
書
き
言
葉
だ
け
で
な
く
、
台
湾
で
話
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
ば
が
あ
っ

ゲ
ン
ゲ
ン

ゲ
フ
ユ
ア

た
。
ル
ビ
も
、
閩
南
語
は
「
龍
眼
肉
」、「
玉
葉
仔
」
な
ど
多
数
あ
り
、
ま
た
北

ニ
ラ
イ
ア
チ
ン
ツ
オ

ス
ト
レ
ン
ヂ
ヤ
ア

京
語
の
「
汝
来
仔
請
坐
」、
英
語
の
「
無
関
心
者
」
な
ど
が
あ
る
。
廃
屋
で
聞

い
た
女
の
声
は
、「
×
×
×
×
、
×
×
×
×
！
」
と
書
か
れ
る
。
世
外
民
は

「
×
×
⁉
」
と
女
の
声
に
応
え
た
が
、「
×
×
」
の
表
記
は
、
語
り
手
の
「
私
」

が
ま
っ
た
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
世
外
民
は
、
女
は
泉
州
語
で

話
し
て
お
り
、
自
分
に
も
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
「
×
×
」
以

外
は
、
み
な
日
本
語
に
直
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
日
本
語
の
他
に
、
北

京
語
、
閩
南
語
、
英
語
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
層
を
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
文
化
的

背
景
や
当
時
の
国
際
関
係
、
ま
た
島
内
の
階
級
と
い
っ
た
も
の
が
張
り
付
い
て

い
る
。

河
原
功
『
台
湾
新
文
学
運
動
の
展
開

日
本
文
学
と
の
接
点
』（
研
文
出
版
、

一
九
九
七
年
）
に
は
、
一
九
三
〇
、
三
一
年
に
起
き
た
台
湾
の
郷
土
文
学
論
争

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
こ
と
ば
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る
か
が
模

索
さ
れ
て
い
た
。

台
湾
新
文
学
運
動
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
中
国
白
話
文
に
よ
る
文
芸
工
作

の
推
進
だ
と
言
え
る
が
、
そ
れ
が
台
湾
な
る
が
故
に
、
中
国
本
土
の
場
合

に
比
べ
て
深
刻
な
問
題
を
か
か
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
台
湾
の
言
語
は
、

閩
南
語
系
統
で
は
あ
る
が
、
大
陸
の
そ
れ
と
も
幾
分
相
違
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
同
じ
中
国
語
で
あ
り
な
が
ら
、
北
京
語
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
お

り
、
外
国
語
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
の
隔
た
り
が
あ
る
。
い
く
ら
北
京

白
話
文
を
普
及
し
た
と
こ
ろ
で
、
台
湾
語
と
の
溝
を
埋
め
る
こ
と
に
は
無

理
が
あ
っ
た
。
北
京
白
話
文
は
、
台
湾
語
ほ
ど
に
は
ど
う
し
て
も
大
衆
化

さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

世
外
民
と
「
私
」
は
、
何
語
で
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
日
本
語
か
、
英
語

か
？
「
厦
門
の
印
象
」
に
よ
れ
ば
、
台
湾
の
打
狗
（
高
雄
）
か
ら
厦
門
へ
渡
っ

た
と
き
、
春
夫
は
案
内
役
を
し
て
く
れ
た
鄭
享
綬
と
英
語
で
話
し
て
い
る
。
彼

は
日
本
語
を
解
さ
な
か
っ
た
。
先
に
も
取
り
上
げ
た
高
雄
か
ら
父
親
宛
に
出
し

た
手
紙
の
中
で
、
春
夫
は
こ
の
青
年
に
つ
い
て
、「
東
君
の
助
手
に
支
那
厦
門

産
れ
の
青
年
が
居
て
、
彼
は
甚
だ
流
暢
に
英
語
を
話
す
上
に
、
兄
が
当
地
支
那

人
中
有
数
の
商
人
と
か
に
て
、
台
湾
人
支
那
人
の
上
流
に
可
な
り
の
交
際
あ
る

ら
し
く
、
そ
の
青
年
が
い
ろ
い
ろ
と
案
内
を
し
て
く
れ
る
の
で
な
か
な
か
便
利
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で
す
」
と
あ
る
。
知
識
階
級
の
人
と
は
、
英
語
が
一
番
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
春
夫
に
は
日
本
語
の
わ
か
る
案
内
人
が
つ

く
時
も
あ
っ
た
。

「
私
」
は
、
禿
頭
港
の
廃
屋
で
若
い
男
が
縊
死
し
た
と
報
道
さ
れ
た
と
き
、

そ
れ
を
夢
に
見
て
知
ら
せ
た
と
い
う
穀
物
問
屋
の
娘
に
会
お
う
と
す
る
。
会
え

ば
、
廃
屋
で
聞
い
た
女
の
声
の
正
体
が
わ
か
る
と
踏
ん
だ
の
で
あ
る
。
未
知
の

若
い
女
性
に
会
お
う
と
い
う
と
き
、
役
に
立
つ
の
が
新
聞
記
者
と
い
う
肩
書
で

あ
っ
た
。
穀
物
商
は
「
台
湾
人
の
相
当
な
商
人
に
よ
く
あ
る
奴
で
内
地
人
と
つ

き
あ
ふ
こ
と
が
好
き
」
ら
し
く
、
世
外
民
と
は
対
照
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
、
穀
物
商
の
娘
も
「
思
ひ
が
け
な
く
も
娘
は
日
本
語
で
、
そ
れ
も
流
麗
な

口
調
で
」
話
す
の
で
あ
っ
た
。

廃
屋
で
聞
い
た
の
は
、
泉
州
語
だ
っ
た
。
沈
家
の
話
を
し
て
く
れ
る
老
女

は
、
北
京
語
で
は
な
く
閩
南
語
で
話
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

「
私
」
は
ほ
ぼ
聞
き
取
っ
て
い
る
。「
私
」
は
、「
普
通
に
、
こ
の
島
で
用
ひ
ら

れ
る
の
は
厦
門
の
言
葉
で
、
そ
れ
な
ら
ば
私
も
三
年
こ
こ
に
住
ん
で
ゐ
る
間
に

多
少
覚
え
て
ゐ
た
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、「
彼
女
は
よ
ほ
ど
話
好
き
と
見
え

て
、
ま
た
上
手
で
も
あ
る
。
た
だ
小
さ
い
声
で
早
口
で
、
そ
れ
が
私
に
と
つ
て

は
外
国
語
だ
け
に
聴
き
と
り
に
く
い
場
合
や
、
判
ら
な
い
言
葉
な
ど
も
あ
る
。

私
は
後
に
世
外
民
に
も
改
め
て
聞
き
返
し
た
り
」
し
な
が
ら
、
老
女
の
話
を
ま

と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
泉
州
語
も
閩
南
語
の
一
方
言
で
、
実
は
厦
門
の
こ
と

ば
と
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
い
な
い
。
福
建
省
か
ら
の
移
民
が
用
い
た
閩
南
語

に
、
泉
州
や
漳
州
の
方
言
が
分
類
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
当
時
の

台
湾
に
お
い
て
閩
南
語
は
漢
民
族
の
多
く
が
用
い
る
も
の
で
、
し
か
も
こ
の
う

（
�
）

ち
泉
州
語
を
話
す
人
の
割
合
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

「
女
誡
扇
綺
譚
」
の
世
界
だ
け
で
見
て
も
、
漢
民
族
の
知
識
階
級
が
自
民
族

の
プ
ラ
イ
ド
を
賭
け
て
漢
詩
を
作
る
一
方
、
彼
ら
の
う
ち
若
い
世
代
は
英
語
が

話
せ
る
し
、
統
治
す
る
日
本
側
に
近
づ
い
て
富
や
利
権
、
便
宜
を
得
よ
う
と
す

る
人
々
は
日
本
語
を
使
う
。
一
方
、
民
衆
は
閩
南
語
し
か
使
え
な
い
。
台
湾
に

お
い
て
、
こ
と
ば
は
出
自
や
階
級
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
佐
藤

春
夫
は
そ
の
こ
と
に
意
識
的
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、〈
聞
き
取
れ
な
い
泉
州
語
〉

に
こ
の
女
性
の
地
位
を
託
し
た
が
、
厦
門
語
と
泉
州
語
は
共
に
閩
南
語
と
し
て

括
ら
れ
て
い
る
事
実
に
は
思
い
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
作
中
に

お
い
て
、
泉
州
語
を
使
う
使
用
人
の
女
性
の
最
期
は
、
社
会
的
地
位
や
性
差
に

（
�
）

よ
る
台
湾
内
部
の
階
層
を
顕
在
化
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
弱
者
の
死
の
背
景
に

あ
る
も
の
を
追
及
も
で
き
ず
、
た
だ
内
地
人
に
嫁
す
る
の
を
嫌
っ
た
こ
と
を
不

都
合
と
責
め
る
記
事
し
か
書
け
な
い
な
ら
、
新
聞
は
当
局
が
敷
い
た
路
線
を
辿

る
だ
け
の
メ
デ
ィ
ア
に
過
ぎ
な
い
。『
霧
社
』
収
録
時
に
は
、
そ
れ
を
批
判
し

て
「
私
」
が
新
聞
社
を
退
社
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
書
き
加
え
ら
れ
た
が
、
そ

れ
が
な
く
て
も
、「
私
」
が
長
く
こ
こ
に
留
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
こ
と
は
推
測
し

得
る
。

台
湾
総
督
府
は
統
治
を
始
め
て
間
も
な
く
、
国
語
伝
習
所
や
公
学
校
を
通
じ

て
日
本
語
の
普
及
を
計
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
三
七
年
四
月
に
は
、
報
道
に

お
い
て
漢
文
（
中
国
語
）
の
使
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
漢
文
欄
の
廃
止
は
、

軍
部
の
強
い
圧
力
が
あ
っ
て
日
本
人
経
営
の
新
聞
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
雑
誌
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に
ま
で
及
ん
だ
。
漢
文
使
用
の
雑
誌
は
、
次
々
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ

る
。
陳
芳
明
『
台
湾
新
文
学
史

上
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

第
七
章
の
「
訳
注
」
に
は
、「
漢
文
（
中
国
語
）
欄
の
廃
止
は
、
台
湾
総
督
府

の
「
府
令
」
に
よ
る
強
制
的
命
令
で
は
な
く
、
新
聞
社
各
社
の
協
議
に
よ
る
自

主
規
制
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。
四
月
一
日
付
で
漢
文
欄
を
廃
止
し
た
の
は
日

本
人
経
営
の
『
台
湾
日
日
新
報
』『
台
湾
新
聞
』『
台
南
新
報
』
の
日
刊
三
紙

で
、
台
湾
人
経
営
の
『
台
湾
新
民
報
』
は
六
月
一
日
よ
り
廃
止
し
て
い
る
」
と

あ
る
。
こ
こ
で
も
、
主
要
三
紙
は
総
督
府
の
意
向
を
汲
む
措
置
を
率
先
し
て
行

っ
て
い
た
。
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
一
年
と
い
う
短
期
間
に
、
日
本
語
理
解

（
�
）

者
は
三
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
増
え
て
い
る
。
日
本

語
を
解
し
な
い
人
々
は
、
紙
面
か
ら
の
情
報
が
得
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

郷
土
文
学
へ
の
模
索
は
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
断
ち
切
ら
れ
る
。

ま

と

め

「
私
」
は
新
聞
社
勤
務
を
通
じ
て
世
外
民
と
知
り
合
い
、
廃
屋
の
事
件
に
関

し
て
は
、
そ
の
肩
書
を
使
っ
て
比
較
的
簡
単
に
穀
物
問
屋
の
娘
に
も
面
会
で
き

た
。
そ
し
て
、
廃
屋
で
の
見
聞
に
端
を
発
し
た
出
来
事
が
単
な
る
ミ
ス
テ
リ
ー

に
止
ま
ら
ず
、
当
時
の
台
湾
が
置
か
れ
た
状
況
と
密
接
に
絡
ん
だ
も
の
で
あ
る

こ
と
を
知
り
得
た
。
し
か
し
、「
私
」
が
知
り
得
た
こ
と
は
新
聞
記
事
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。
当
時
、
台
湾
の
新
聞
が
置
か
れ
た
状
況
を
調
べ
て
み
れ
ば
、
内

地
以
上
に
当
局
と
癒
着
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
実
情
が
あ
っ
た
。
ま
し
て
事
件

の
当
事
者
は
、
下
婢
と
い
う
弱
い
立
場
の
女
性
で
あ
る
。
事
件
に
関
し
て
な
さ

れ
た
報
道
は
、
植
民
地
統
治
者
側
の
一
方
的
な
内
容
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の

経
緯
を
知
っ
て
い
る
「
私
」
は
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
新
聞
社
勤
務
の
無
力
感
や

息
苦
し
さ
に
苛
ま
れ
た
。
ま
た
、
世
外
民
と
知
り
合
う
機
縁
を
作
っ
た
漢
詩

は
、
当
初
、
日
本
人
と
漢
民
族
の
間
を
繋
ぐ
も
の
と
意
識
さ
れ
た
が
、
植
民
地

支
配
の
力
関
係
を
隠
蔽
す
る
に
は
至
ら
ず
、
漢
民
族
の
側
は
こ
こ
に
自
文
化
の

誇
り
を
置
こ
う
と
し
、
日
本
側
は
こ
れ
を
抑
え
よ
う
と
し
始
め
る
。「
女
誡
扇

綺
譚
」
は
、
植
民
地
の
新
聞
記
者
を
視
点
と
す
る
こ
と
で
、
当
地
に
お
け
る
こ

と
ば
の
政
治
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
る
。
泉
州
語
を
話
す
女
性
の
悲
運

は
、
そ
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

二

白
話
文
運
動
前
夜
の
読
書
人

福
島

理
子

は

じ

め

に

台
南
市
の
西
は
ず
れ
に
あ
る
安
平
の
廃
港
。
語
り
手
の
「
私
」
と
友
人
の
世

外
民
は
、
そ
の
禿
頭
港
の
廃
屋
で
聴
こ
え
る
は
ず
の
な
い
女
の
声
を
聴
い
た
。

廃
屋
に
ま
つ
わ
る
忌
ま
わ
し
い
物
語
を
知
る
老
婆
は
、
彼
ら
に
そ
の
声
は
「
死

霊
の
声
」
だ
と
告
げ
る
。
世
外
民
は
こ
の
「
廃
屋
に
対
し
て
心
か
ら
怪
異
の
思

ひ
」
を
抱
く
が
、「
私
」
の
方
は
、
若
い
女
が
恋
人
と
愛
し
合
う
た
め
に
隠
れ

て
待
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
真
相
で
、
そ
こ
に
は
「
何
の
怪
異
も
な
い
」
と
判

断
す
る
。
二
人
は
廃
屋
を
再
訪
し
、
確
か
に
こ
の
廃
屋
に
入
っ
た
者
の
跡
が
あ
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る
の
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
エ
ピ
ロ
オ
グ
で
、
裕
福
な
穀
物
商
、
黄
家
の
娘

あ
い
び
き

に
仕
え
る
下
婢
が
、
く
だ
ん
の
逢
曳
の
女
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
幽
霊
話
の
よ
う
に
語
ら
れ
つ
つ
、
主
人
公
の
合

理
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
、
実
は
幽
霊
話
で
は
な
い
こ
と
が
暴
か
れ
て
い
く
物
語

な
の
だ
が
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
も
な
お
、
幽
霊
話
で
あ
る
よ
う
な
あ
い
ま
い

さ
を
、
敢
え
て
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
妖
し
さ
が
あ
る
。

作
品
一
篇
に
漂
う
妖
気
は
、
祖
先
の
悪
行
と
そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
実
家
の

没
落
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ア
ン
セ
に
捨
て
ら
れ
、
発
狂
し
た
ま
ま
死
屍
と
な
っ
た

と
い
う
女
の
情
念
に
他
な
ら
な
い
。
祖
先
の
悪
行
が
家
の
没
落
を
呼
ぶ
と
い
う

展
開
が
も
う
因
縁
話
め
い
て
い
る
が
、
幸
福
を
奪
わ
れ
た
女
の
遺
恨
が
こ
こ
か

し
こ
に
染
み
の
よ
う
に
こ
び
り
つ
き
、
そ
れ
が
何
と
も
気
色
の
悪
さ
と
哀
れ
さ

を
釀
し
て
い
る
。

作
中
に
は
、
離
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
男
を
待
ち
続
け
る
女
の
、
悲
痛
な
思

い
を
示
す
コ
ー
ド
が
し
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
コ
ー
ド
は
漢
文

脈
に
お
い
て
了
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
コ
ー
ド
を
開
い
て
い
く
の
は

世
外
民
と
い
う
名
の
台
湾
の
読
書
人
で
あ
る
。

扇
の
メ
タ
フ
ァ
ー

タ
イ
ト
ル
に
言
う
「
女
誡
扇
」
と
は
『
女
誡
』
の
句
の
記
さ
れ
た
「
扇
」
で

あ
る
。

『
女
誡
』
は
、
清
代
に
女
性
の
学
ぶ
べ
き
道
徳
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

『
女
四
書
』
│
『
女
誡
』『
女
論
語
』『
内
訓
』『
女
範
』
│
の
一
つ
で
、
後
漢
の

曹
大
家
こ
と
班
昭
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
。
世
外
民
が
教
え
た
「
専
心
」
の
章

は
、
女
性
が
二
夫
に
見
え
る
べ
き
で
は
な
い
、
ま
た
、
妻
は
一
生
夫
を
喜
ば
せ

る
こ
と
だ
け
を
思
っ
て
生
き
る
べ
き
だ
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
、
新
し
い
人
生
を
求
め
る
道
も
鎖
さ
れ
、
無
垢
な
花
嫁
姿
の
ま
ま
許
嫁
が
戻

る
の
を
待
ち
続
け
た
娘
の
悲
劇
に
か
ら
ま
せ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

た
だ
、
そ
の
「
専
心
」
の
文
言
が
記
さ
れ
た
の
が
「
扇
」
で
あ
る
こ
と
に
も
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
扇
」
と
い
う
語
は
文
学
に
お
い
て
し
ば

し
ば
「
秋
扇
」、
す
な
わ
ち
夫
の
愛
を
失
っ
た
女
性
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
用

い
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
は
、
漢
の
成
帝
の
妃
で
あ
っ
た
班
婕
妤
の

故
事
。
彼
女
は
美
し
い
ば
か
り
で
な
く
聡
明
な
女
性
で
、
成
帝
に
愛
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
後
宮
に
新
し
く
趙
飛
燕
姉
妹
が
入
っ
て
く
る
と
、
艶
冶
な
姉
妹

に
魅
入
ら
れ
た
帝
が
班
婕
妤
の
も
と
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
失
意
の
班

婕
妤
は
自
ら
後
宮
を
退
き
、
皇
太
后
の
住
む
長
信
宮
に
仕
え
て
、
残
り
の
人
生

を
終
え
た
。
彼
女
が
そ
の
無
念
を
託
し
た
と
い
う
の
が
次
の
詩
で
あ
る
。

怨
歌
行

班
婕
妤

新
裂
斉
紈
素

新
た
に
斉
の
紈
素
を
裂
け
ば

皓
潔
如
霜
雪

皓
潔
な
る
こ
と

霜
雪
の
如
し

裁
為
合
歓
扇

裁
ち
て
合
歓
の
扇
と
為
せ
ば

団
団
似
明
月

団
団
と
し
て

明
月
に
似
た
り
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出
入
君
懐
袖

君
が
懐
袖
に
出
入
し

動
揺
微
風
発

動
揺
す
れ
ば

微
風
発
る

常
恐
秋
節
至

常
に
恐
る

秋
節
至
り

り
や
う
へ
う

凉
飆
奪
炎
熱

凉
飆

炎
熱
を
奪
ひ

け
ふ
し

棄
捐
篋
笥
中

篋
笥
の
中
に
棄
捐
せ
ら
れ
て

恩
情
中
道
絶

恩
情

中
道
に
絶
え
ん
こ
と
を

斉
の
国
で
織
ら
れ
た
、
雪
か
霜
か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
の
白
い
絹
。
切
り
と
っ
て

張
り
合
わ
せ
る
と
月
の
よ
う
に
ま
ん
丸
い
団
扇
に
。
あ
な
た
の
胸
や
袖
の
中
に

出
入
り
し
、
揺
れ
て
そ
よ
風
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
秋
が
訪
れ
涼
し
い

風
が
暑
さ
を
奪
っ
て
行
っ
た
ら
、
箱
の
中
に
放
り
込
ま
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
、
あ
な
た
の
情
け
も
途
切
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
、
ず
っ
と
そ
れ
ば
か
り
を
恐
れ
て
い
た
の
で
す
。

秋
に
な
る
と
用
済
み
と
な
る
団
扇
を
、
帝
に
見
捨
て
ら
れ
た
わ
が
身
に
た
と

え
る
表
現
の
巧
み
さ
と
哀
切
さ
で
、
班
婕
妤
の
名
を
史
上
に
留
め
さ
せ
た
詩
で

あ
る
。

第
四
句
に
「
団
団
と
し
て

明
月
に
似
た
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
本
来
こ
の

詩
に
詠
わ
れ
る
扇
は
「
団
扇
」
す
な
わ
ち
丸
い
う
ち
わ
で
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
に
お
い
て
は
、「
秋
扇
」
は
扇
子
の
イ
メ
ー
ジ
で
受
け
継
が
れ
た
。
世
阿
弥

作
の
謡
曲
『
班
女
』
は
ま
さ
し
く
、
こ
の
班
婕
妤
の
詩
に
想
を
得
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
愛
の
証
と
し
て
、
花
子
と
吉
田
の
少
将
と
で
取
り
交
わ
し
た
扇

が
、
久
し
く
待
ち
続
け
る
花
子
の
心
を
狂
わ
せ
た
。

わ
が
待
つ
人
よ
り
の
、
お
と
づ
れ
を
い
つ
聞
か
ま
し

（『
班
女
』）

い
つ
ま
で
も
帰
っ
て
こ
な
い
恋
人
を
待
ち
わ
び
て
、
物
狂
い
と
な
っ
た
花
子
の

姿
は
、『
女
誡
扇
綺
譚
』
の
陰
の
ヒ
ロ
イ
ン
│
│
実
家
が
破
産
し
た
た
め
に
縁

談
を
破
ら
れ
、
気
が
狂
っ
て
も
な
お
許
嫁
の
訪
れ
を
待
ち
続
け
て
い
た
と
い
う

沈
家
の
娘
│
│
に
重
な
る
。
さ
ら
に
ま
た
、『
班
女
』
で
は
、

ふ
す
ま

翠
帳
紅
閨
に
、
枕
並
ぶ
る
床
の
上
、
馴
れ
し
衾
の
夜
す
が
ら
も
、
同
穴
の

跡
夢
も
な
し
…
…
せ
め
て
も
の
、
形
見
の
扇
手
に
触
れ
て
、
風
の
便
り
と

思
へ
ど
も

（『
班
女
』）

と
、
扇
が
失
わ
れ
た
愛
の
形
見
と
し
て
機
能
し
て
い
る
が
、『
女
誡
扇
綺
譚
』

の
最
後
に
登
場
す
る
も
う
一
人
の
女
に
と
っ
て
、
扇
は
ま
さ
し
く
愛
の
形
見
で

あ
っ
た
。

た
だ
あ
な
た
が
拾
つ
て
お
い
で
に
な
つ
た
そ
の
扇
│
│
蓮
の
花
の
扇
を
私

に
下
さ
い
。
そ
の
代
り
に
は
何
で
も
み
ん
な
申
し
ま
す
…
…

私
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
…
…
た
だ
私
の
思
ひ
出
で
は
あ
り
ま
す
。

廃
屋
で
逢
曳
を
し
て
い
た
女
は
、
富
裕
な
商
家
黄
氏
の
娘
に
仕
え
る
下
婢
で

あ
っ
た
の
だ
が
、
彼
女
に
縁
談
が
起
こ
っ
た
た
め
、
そ
の
恋
人
は
例
の
廃
屋
で
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首
を
く
く
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
彼
女
は
は
か
な
い
恋
の
形
見
と
し
て
、
そ

の
扇
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
来
る
は
ず
の
な
い
夫
を
待
ち
続
け
た
沈
家
の
娘
に
と
っ
て

そ
の
扇
は
、『
女
誡
』
の
扇
で
あ
っ
た
が
、
逢
曳
の
女
が
そ
れ
を
「
蓮
の
花
の

扇
」
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
女
持
の
扇
子
と
い
ふ
の
は
親
骨
は
象
牙
で
、
そ
こ
へ
も
つ
て
来
て
水

仙
が
薄
肉
で
彫
つ
て
あ
る
。
そ
の
花
と
蕾
と
の
部
分
は
透
彫
に
な
つ
て
ゐ

る
。
そ
れ
だ
け
で
も
立
派
な
細
工
ら
し
い
の
に
、
開
け
て
み
る
と
甚
だ
凝

つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
表
に
は
殆
ん
ど
一
面
に
紅
白
の
蓮
を
描
い
て
ゐ

る
。
裏
は
象
牙
の
骨
が
見
え
て
│
│
表
一
枚
だ
け
し
か
紙
を
貼
つ
て
ゐ
な

い
の
で
、
裏
か
ら
は
骨
が
あ
ら
は
れ
る
や
う
に
出
来
て
ゐ
た
の
だ
が
、
そ

の
象
牙
の
骨
の
上
に
は
金
泥
で
何
か
文
章
が
書
い
て
あ
る
。
…
…
世
外
民

は
扇
の
う
ら
を
返
し
て
見
て
、
口
の
な
か
で
読
み
つ
づ
け
な
が
ら
「
お

や
、
こ
れ
は
曹
大
家
の
女
誡
の
一
節
か
。
専
心
章
だ
か
ら
、
な
る
ほ
ど
、

不
蔓
不
枝
を
択
ん
だ
か
な
…
…
」

女
誡
の
文
章
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
象
牙
で
で
き
た
扇
の
骨
の
部
分
で
、

表
の
紙
に
は
蓮
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
（
し
か
も
親
骨
に
は
水
仙
が

彫
ら
れ
て
い
る
）、「
蓮
の
扇
」
と
呼
ば
れ
て
し
か
る
べ
き
品
で
あ
る
の
だ
が
、

こ
の
作
品
で
は
標
題
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
「
女
誡
扇
」
と
呼
ば
れ
、
逢
曳
の

女
だ
け
が
「
蓮
の
花
の
扇
」
と
呼
ぶ
。

蓮
が
描
か
れ
て
い
た
の
は
、
宋
代
の
周
敦
頤
が
「
愛
蓮
説
」
と
い
う
文
章
で

蓮
の
花
を

出
淤
泥
而
不
染
、
濯
清
漣
而
不
妖
、
中
通
外
直
、
不�

蔓�

不�

枝�

、
香
遠
益

清
、
亭
亭
浄
植
、
可
遠
観
而
不
可
褻
翫
焉
（
淤
泥
よ
り
出
て
染
ま
ら
ず
、

あ
ら

清
漣
に
濯
は
れ
て
妖
な
ら
ず
、
中
通
じ
外
直
く
、
蔓
あ
ら
ず
枝
あ
ら
ず
、

た

香
遠
く
し
て
益
ま
す
清
く
、
亭
亭
と
し
て
浄
く
植
ち
、
遠
く
観
る
べ
く
し

せ
つ
ぐ
わ
ん

て
褻
翫
す
べ
か
ら
ず
）

泥
の
中
か
ら
生
え
て
い
る
の
に
汚
れ
な
く
、
清
い
さ
ざ
な
み
に
洗
わ
れ
て
婀
娜

な
と
こ
ろ
が
な
く
、
ま
っ
す
ぐ
な
茎
の
中
が
通
る
よ
う
に
物
事
に
通
じ
、
蔓�

や�

枝�

を�

伸�

ば�

さ�

ぬ�

さ�

ま�

は�

一�

途�

さ�

を�

表�

す�

。
遠
く
ま
で
そ
の
清
ら
か
な
香
り
を
た

だ
よ
わ
せ
て
、
す
っ
く
と
立
ち
、
遠
く
か
ら
眺
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
手
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
も
の
│
│
清
純
な
も
の
と
し
て
た
た
え
た
か
ら
で
あ
る
。
繁
栄

を
妨
げ
る
よ
う
な
「
不
蔓
不
枝
」
の
語
が
画
賛
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
一
途
な
操
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
『
女
誡
』
の
「
専
心
」
と
通
ず

る
の
だ
と
、
世
外
民
が
読
み
と
い
た
よ
う
に
、
蓮
は
、
純
潔
の
象
徴
と
し
て
描

か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
蓮
に
は
恋
の
イ
メ
ー
ジ
が
濃
厚
に
伴
う
。

蓮
の
発
音
が
「
憐＝

恋
」
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
や
、
漢
代
か
ら
「
採
蓮
曲
」
と

題
す
る
蓮
つ
み
の
歌
が
恋
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
伝
統
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ

（
�
）う。逢

曳
の
女
が
そ
の
扇
を
「
蓮
の
花
の
扇
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
短
く
と
も
恋
人
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と
愛
し
合
っ
た
彼
女
に
と
っ
て
、
そ
の
扇
は
「
女
誡＝

操
」
の
扇
で
あ
る
以
上

に
「
蓮＝

恋
」
の
扇
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
謡
曲
『
班
女
』
に
は
、

形
見
の
扇
よ
り
、
な
ほ
裏
表
あ
る
も
の
は
、
人
心
な
り
け
る
ぞ
や

と
い
う
句
が
あ
る
が
、
こ
の
扇
も
表
の
柄
と
裏
の
こ
と
ば
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
味
で
二
人
の
女
の
心
に
寄
り
添
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

蛾
の
メ
タ
フ
ァ
ー

廃
屋
で
聴
い
た
女
の
声
は
、
果
た
し
て
死
霊
の
声
だ
っ
た
の
か
、「
私
」
と

世
外
民
の
二
人
は
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
再
び
禿
頭
港
の
廃
屋
を
訪
ね
た
。

幽
霊
に
も
、
幽
霊
の
正
体
に
も
遭
遇
す
る
こ
と
は
な
く
、
黒
檀
の
立
派
な
寝
台

を
見
出
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、「
私
」
は
そ
の
下
に
落
ち
て
い
る
扇
子
を
み

つ
け
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
収
め
る
。
世
外
民
の
方
は
、
大
き
な
紅
い
蛾
が
寝
台
の
上

へ
出
て
く
る
と
こ
ろ
を
見
た
と
言
う
の
だ
が
、「
私
」
は
そ
の
蛾
を
目
に
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
蛾
は
世
外
民
に
し
か

見
え
な
か
っ
た
の
か
。
果
た
し
て
そ
の
蛾
は
実
在
の
も
の
だ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
狂
女
の
化
身
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
こ
の
食
い
違
い
が
ま

る
で
蛾
が
扇
に
変
身
し
た
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
、
謎
を
残
す
。

蛾
は
蝶
に
似
て
い
る
が
、
漢
詩
文
に
蛾
が
詠
わ
れ
る
こ
と
は
、
蝶
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
。
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
ぶ
蝶
は
魂
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
ば
し

ば
用
い
ら
れ
、
こ
の
く
だ
り
も
蝶
で
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
が
、

敢
え
て
蛾
を
配
し
た
こ
と
に
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
か
ら
だ
ろ

う
。ま

ず
、
蛾
は
古
来
よ
り
美
女
と
結
び
つ
く
。
た
と
え
ば
、『
詩
経
』
衛
風
の

「
碩
人
」
に

や
は
ら

つ
ば
な

手
如
柔
荑

手
は
柔
か
き
荑
の
如
く

こ

あ
ぶ
ら

膚
如
凝
脂

膚
は
凝
れ
る
脂
の
如
し

う
な
じ

す
く
も
む
し

領
如

蠐

領
は

蠐
（
白
く
細
長
い
虫
）
の
如
く

ひ
さ
ご

さ
ね

歯
如
瓠
犀

歯
は
瓠
の
犀
の
如
し

せ
み

首
蛾
眉

の
首
に
蛾
の
眉

せ
ん

巧
笑
倩
兮

巧
笑
倩
た
り
（
あ
か
ぬ
け
て
）

へ
ん

美
目
盻
兮

美
目
盻
た
り
（
す
ず
や
か
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
蛾
眉
」
は
美
人
の
眉
に
喩
え
る
語
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら

れ
る
。
そ
の
由
縁
に
は
諸
説
あ
る
の
だ
が
、
蛾
の
触
角
の
よ
う
に
美
し
い
形
で

あ
る
か
ら
だ
と
か
、
蛾
が
羽
を
広
げ
た
よ
う
に
描
か
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
も
の

も
あ
れ
ば
、「
蛾
」
と
「
娥
（
あ
か
ぬ
け
た
美
女
）」
と
で
音
義
が
通
ず
る
か
ら

と
い
う
も
の
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
蛾
が
美
女
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

さ
ら
に
、
蛾
に
は
身
を
滅
ぼ
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
詩
に
蛾
の
語
が
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用
い
ら
れ
る
の
は
、
前
に
述
べ
た
「
蛾
眉
」
の
例
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
蛾
そ

の
も
の
が
詠
ま
れ
る
場
合
に
は
、
し
ば
し
ば
「
燭
蛾
」「
火
蛾
」
な
ど
と
い
う

形
で
、
火
に
近
づ
い
て
己
が
身
を
燃
や
し
て
し
ま
う
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。

燭
蛾

（
唐
）
孟
郊

な
ら

灯
前
双
舞
蛾

灯
前

双
び
舞
ふ
蛾

は
な
は

厭
生
何
太
切

生
を
厭
ふ
こ
と

何
ぞ
太
だ
切
な
る

想
爾
飛
来
心

想
ふ

爾
の
飛
び
来
た
る
心

に
く

悪
明
不
悪
滅

明
を
悪
み

滅
ぶ
る
を
悪
ま
ず

天
若
百
尺
高

天

若
し
百
尺
の
高
な
ら
ば

応
去
掩
明
月

応
に
去
き
て

明
月
を
掩
ふ
べ
し

こ
の
破
滅
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
狂
死
し
た
沈
家
の
娘
に
も
当
て
は
ま
る
が
、
縊

死
し
た
恋
人
の
あ
と
を
追
っ
て
自
殺
し
た
逢
曳
の
女
に
よ
り
似
つ
か
わ
し
い
。

江
戸
後
期
の
文
人
画
家
、
田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
〜
一
八
三
五
）
に
「
恋

花
帖
」（
一
八
一
一
年
、
出
光
美
術
館
所
蔵
）
と
い
う
画
帖
が
あ
る
。
中
国
の

画
人
張
御
乗
の
筆
使
い
を
ま
ね
て
描
い
た
も
の
と
い
う
が
、
そ
の
中
に
、
蛾
の

自
画
賛
が
二
点
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
一
つ
に
は
、
一
二
・
二
×
一
一

・
五
セ
ン
チ
の
画
面
い
っ
ぱ
い
に
羽
を
広
げ
た
蛾
が
描
か
れ
、

化
羅
君
分
疏
葉

羅
に
化
す
る
に

君
は
疏
葉
を
分
か
つ

田能村竹田「恋花帖」化羅君分疏葉
（『没後 180年田能村竹田』展図録、出光美術
館、2015年）より転載

同右、薄命多情
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は

ね

と
い
う
自
賛
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
ひ
ら
の
羽
翅
を
切
り
取
っ
て
、
う
す

絹
へ
と
変
身
す
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
も
う
一
つ
に
は
少
し
小
ぶ
り
の
白
い
蛾

が
描
か
れ
、

薄
命
多
情

命
薄
く
し
て
情
多
し

と
の
自
賛
が
あ
る
。
は
か
な
い
命
を
多
情
に
生
き
る
と
い
う
意
で
あ
る
。

う
す
絹
に
変
身
す
る
と
い
う
蛾
は
、
扇
に
変
身
す
る
蛾
に
、
薄
命
多
情
の
蛾

は
、
恋
に
身
を
滅
ぼ
し
た
二
人
の
女
に
ぴ
た
り
と
重
な
る
。
佐
藤
春
夫
が
竹
田

の
「
恋
花
帖
」
を
見
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
蛾
の
連
想
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ

が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
君
夢
我
時
我
夢
君
」

最
初
の
廃
屋
訪
問
と
二
度
目
の
廃
屋
訪
問
と
の
間
に
、「
私
」
の
台
湾
で
の

「
唯
一
の
友
人
」
世
外
民
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
エ
リ

ー
ト
階
級
の
出
身
で
あ
る
彼
は
、「
私
」
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
、
一
首
の
漢

詩
を
賦
し
た
。

せ
き
く
ん
む
な

登
彼
高
岡
空
夕

彼
の
高
き
岡
に
登
れ
ば

夕

空
し

天
辺
孤
雁
嘆
離
群

天
辺
の
孤
雁

群
を
離
る
る
を
嘆
く

温
盟
何
不
必
酒
杯

盟
を
温
む
る
に

何
ぞ
酒
杯
を
必
ず
と
せ
ざ
ら
ん

君
夢
我
時
我
夢
君

君
我
を
夢
む
る
時

我
君
を
夢
む

ま
ず
、
こ
の
詩
を
解
釈
し
て
み
よ
う
。
起
句
の
「
彼
の
高
き
岡
に
登
れ
ば
」

と
い
う
表
現
は
、「
登
」
の
字
は
異
な
る
が
、『
詩
経
』
小
雅
「
車
轄
」
や
周
南

の
ぼ

「
巻
耳
」
に
見
え
る
「
陟
彼
高
岡
（
彼
の
高
き
岡
に
陟
れ
ば
）」
と
重
な
る
。
よ

け
ん
じ

り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
「
卷
耳
」
の
方
の
第
三
章
を
見
る
と
、

陟
彼
高
岡

彼
の
高
き
岡
に
陟
れ
ば

我
馬
玄
黄

我
が
馬
は
玄
黄

し
ば

じ
く
わ
う

我
姑
酌
彼

觥

我

姑
ら
く
彼
の

觥
に
酌
み

こ

お
も

維
以
不
永
傷

維
れ
以
つ
て

永
く
傷
は
ず

高
い
山
を
登
る
と
、
私
の
黒
い
馬
も
疲
れ
て
黄
色
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
り

あ
え
ず
盃
に
酒
を
く
ん
で
、
い
つ
ま
で
も
悲
し
む
の
は
や
め
る
こ
と
に
し
よ

う
、
と
い
う
意
で
あ
る
。「
登
高
」
高
い
丘
に
登
る
と
い
う
の
は
、
九
月
九
日
、

重
陽
の
節
句
に
う
ち
連
れ
て
小
高
い
丘
に
登
り
、
互
い
の
平
安
を
祈
る
行
事
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
秋
の
詩
で
あ
る
か
ら
、
重
陽
の
登
高
だ
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
う
で
あ
る
必
要
も
な
い
。
何
時
の
登
高
に
せ
よ
、
高

い
と
こ
ろ
に
登
っ
て
抱
く
感
懐
と
い
う
も
の
は
古
来
、
別
離
や
老
い
、
異
境
に

あ
る
な
ど
の
理
由
で
孤
独
が
歌
わ
れ
る
と
い
う
の
が
、
お
決
ま
り
で
あ
る
。
こ

の
「
巻
耳
」
詩
は
、
朱
子
の
注
に
従
え
ば
、
旅
に
出
た
夫
を
想
う
妻
の
歌
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
遠
く
離
れ
る
親
友
の
「
私
」
に
送
る
詩
と
し
て
ふ
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さ
わ
し
い
歌
い
だ
し
だ
ろ
う
。
続
く
「
夕

空
し
」
は
あ
ま
り
熟
さ
な
い
表
現

で
あ
る
。
見
渡
す
限
り
ひ
と
気
も
な
く
、
た
だ
残
照
ば
か
り
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
。承

句
の
「
群
れ
を
離
る
る
を
嘆
く
」「
孤
雁
」
も
ま
た
、
友
を
失
う
悲
し
み

を
表
す
と
と
も
に
、
秋
の
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る
。
雁
は
渡
り
鳥
な
の
で
、
旅
人

の
比
喩
と
な
る
が
、
そ
う
す
る
と
「
孤
雁
」
は
「
私
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
転
句
の
「
何
不
必
」
は
、
あ
ま
り
上
手
い
表
現
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
語

を
使
う
場
合
に
は
、「
何
不
（
何
ぞ
…
…
せ
ざ
る
）」
す
な
わ
ち
「
…
…
し
よ
う

で
は
な
い
か
」
と
す
る
か
、「
不
必
（
必
ず
し
も
…
…
せ
ず
）」
す
な
わ
ち

「
…
…
す
る
必
要
は
な
い
」
と
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
、
こ
の
二
つ
を
組
み
合

わ
せ
て
も
ち
い
る
こ
と
な
ど
詩
で
は
し
な
い
。
も
っ
て
回
っ
た
表
現
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
、
意
味
が
分
散
し
て
し
ま
う
。
強
い
て
訳
せ
ば
、「
ど
う
し
て
酒

を
飲
む
必
要
な
ど
な
い
と
す
る
の
か
」
つ
ま
り
、「
い
つ
か
き
っ
と
酒
を
酌
み

交
わ
し
て
旧
交
を
あ
た
た
め
よ
う
」
と
の
意
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

「
温
盟
」
も
詩
に
見
ら
れ
る
表
現
で
は
な
い
。
本
文
に
は
、

│
│
あ
ま
り
上
手
な
詩
で
も
な
い
さ
う
だ
が
、
私
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
ど

う
で
も
い
い
。

と
あ
る
が
、
あ
な
が
ち
謙
遜
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
表
現
の
生
硬
さ
を
自
覚
し

て
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
の
詩
の
眼
目
は
何
と
言
っ
て
も
結
句
に
あ
る
。「
君
我
を
夢
む
る

時

我
君
を
夢
む
」
│
│
君
が
私
の
こ
と
を
夢
に
見
て
い
る
と
き
に
は
、
私
も

君
の
夢
を
見
て
い
る
よ
│
│
と
、
魂
の
交
感
を
唆
し
て
締
め
く
く
る
、
こ
の
結

句
は
非
常
に
印
象
的
だ
。
佐
藤
は
こ
の
表
現
を
ど
こ
か
ら
思
い
つ
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
宋
・
蘇
軾
の
塡
詞
に
「
蝶
恋
花

暮
春
別
李
公
擇
（
蝶
恋
花

暮
春
李

公
擇
に
別
る
）」
と
い
う
作
が
あ
る
が
、
そ
の
後

は
、か

ぢ

路
尽
河
回
人
転
柁

路
尽
き

河
回
り
て

人
柁
を
転
ず

と
も
づ
な

繋
纜
漁
村

纜
を
漁
村
に
繋
げ
ば

と
も
し
び

月
暗
孤
鐙
火

月
暗
く

鐙
火
孤
な
り

よ

そ

さ

憑
仗
飛
魂
招
楚
些

飛
魂
に
憑
仗
り
て

楚
些
を
招
く

我
思
君
処
君
思
我

我
君
を
思
ふ
処

君
我
を
思
ふ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
舟
で
去
り
、
孤
独
な
夜
を
過
ご
し
て
い
る
君
の
魂
を
、

楚
辞
の
招
魂
の
よ
う
に
呼
び
戻
し
た
い
。
世
外
民
の
送
別
詩
の
結
句
は
、
こ
の

作
の
末
句
「
我
思
君
処
君
思
我
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
蘇
軾
の
詞
も
友
人
と
の

別
れ
を
惜
し
み
、
魂
の
交
感
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た

表
現
と
見
る
こ
と
に
は
無
理
が
無
い
。
し
か
し
、
や
は
り
「
君
を
思
ふ
」
と

「
君
を
夢
む
」
と
で
は
、
表
現
に
お
い
て
も
、
意
味
に
お
い
て
も
い
さ
さ
か
の

懸
隔
が
あ
る
。

佐
藤
と
同
時
代
、
大
陸
で
活
躍
し
た
文
学
者
に
顧
随
（
一
八
九
七
〜
一
九
六

（
�
）

〇
）
が
あ
る
。
日
本
で
は
あ
ま
り
知
る
人
は
多
く
な
い
が
、
中
華
民
国
時
代
か

ら
活
躍
し
た
文
学
者
と
し
て
屈
指
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
顧
随
の
作
に
「
君
夢
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我
時
我
夢
君
」
つ
ま
り
、
世
外
民
の
詩
の
「
君
」
と
「
我
」
を
入
れ
替
え
た
だ

け
の
表
現
が
見
え
る
。
し
か
も
こ
の
句
は
意
を
得
た
も
の
と
見
え
て
、
顧
随
は

二
度
も
用
い
て
い
る
。

蝶
恋
花
（
一
九
二
八
年
作
）

顧
随

飛
絮
随
風
蟻
転
磨

飛
絮

風
に
随
ひ

蟻
転
磨
す
（
う
ろ
た
え
る
）

心
向
江
南

心

江
南
に
向
か
ひ

身
向
床
頭

身
は
床
頭
に

す

我
夢
君
時
君
夢
我

我
君
を
夢
む
る
時

君
我
を
夢
む

ま

あ
ひ
た
が

夢
魂
中
道
還
相
左

夢
魂

中
道
に

還
た
相
左
ふ

（
後

略
）

鳳
棲
梧
（
一
九
二
八
年
作
）

顧
随

我
夢
君
時
君
夢
我

我
君
を
夢
む
る
時

君
我
を
夢
む

歩
踏
黄
華

歩
み
て

黄
華
を
踏
め
ば

ひ
が
し

相
遇
秋
江
左

秋
江
の
左
に
相
ひ
遇
ふ

あ
ん
ば
い

お
だ
や

（
�
）

情
緒
安
排
猶
未
妥

情
緒

安
排
す
る
も

猶
ほ
未
だ
妥
か
な
ら
ず

（
後
略
）

自
ら
題
注
に
示
す
ご
と
く
、
と
も
に
一
九
二
八
年
の
作
で
、
こ
の
時
三
十
二

才
。
天
津
女
子
師
範
学
校
で
教
え
つ
つ
、
塡
詞
集
を
出
版
し
て
い
る
。
顧
随
は

唐
宋
代
の
詩
詞
の
研
究
者
で
あ
る
か
ら
、
蘇
軾
の
「
我
思
君
処
君
思
我
」
を
ヒ

ン
ト
に
「
我
夢
君
時
君
夢
我
」
を
思
い
つ
い
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
ま

ず
、
ど
ち
ら
も
詩
で
な
く
、
塡
詞
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
顧
随
の
二
首
中
の

一
首
が
「
蝶
恋
花
」
で
、
蘇
軾
の
作
と
同
じ
詞
牌
で
あ
る
こ
と
（
塡
詞
は
、
も

と
歌
謡
の
替
え
歌
で
あ
る
た
め
、「
題
」
で
は
な
く
原
曲
の
曲
名
で
表
す
。
そ

れ
を
詞
牌
と
い
う
）。
第
三
に
、「
我
」
と
「
君
」
の
語
順
が
、
蘇
軾
の
作
と
一

致
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
外
民
の
送
別
詩
の
結
句
と
顧
随
の
句
が
か
く
も
一
致
す

る
こ
と
、
し
か
も
両
者
の
制
作
時
期
が
極
め
て
接
近
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
両
者
を
全
く
の
無
関
係
と
み
な
す
こ
と
も
難
し
い
。
蘇
軾
の
当
該
句
の
追
随

作
は
も
と
よ
り
、「
君
夢
我
」「
我
夢
君
」
を
組
み
合
わ
せ
た
句
が
、
世
外
民
の

詩
と
顧
随
の
も
の
以
外
に
は
、
管
見
の
限
り
見
出
し
得
な
い
。
漢
詩
は
、
モ
ザ

イ
ク
の
よ
う
に
既
存
の
詩
語
を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
（
そ
し
て
二
千
数
百
年
の
歴
史
が
あ
り
な
が
ら
）、
全
く
影
響
関
係

（
間
接
的
な
も
の
を
含
め
）
も
な
く
、
た
ま
た
ま
表
現
が
相
似
し
て
い
た
な
ど

と
い
う
例
は
殆
ど
な
い
、
と
い
う
文
芸
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
一
つ
ず
つ
あ
り
得
る
ケ
ー
ス
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
先
行
す
る
佐
藤
春
夫
作
・
世
外
民
の
送
別
詩
を
顧
随
が
見
た
可
能
性

は
あ
る
か
。
顧
随
は
、
日
本
文
学
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
一
九
二
七
年
に
魯

迅
訳
の
日
本
小
説
を
読
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
、
一
九
二
三
年
に
周
作
人
が
魯

迅
と
共
訳
し
た
『
現
代
日
本
小
説
集
』（
商
務
印
書
館
刊
）
所
収
の
も
の
で
あ
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ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
佐
藤
春
夫
の
「
私
の
父
と
父
の
鶴
と
の
話
」
や
「
た
そ
が

れ
の
人
間
」、「
形
影
問
答
」、「
雉
子
の
炙
肉
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国

語
に
訳
さ
れ
て
い
な
い
佐
藤
春
夫
の
作
品
ま
で
読
ん
だ
可
能
性
は
、
皆
無
で
は

な
い
が
低
い
。
よ
し
ん
ば
読
ん
で
い
た
と
し
て
も
中
国
の
一
流
学
者
に
し
て
塡

詞
作
者
で
あ
る
彼
が
、「
域
外
」（
朝
鮮
、
日
本
な
ど
中
国
か
ら
見
て
よ
そ
の
地

域
を
さ
す
用
語
）
で
作
ら
れ
た
詩
を
取
り
入
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
表
現

を
踏
襲
す
る
と
は
、
敬
意
を
伴
う
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
顧
随
の
作
を
佐
藤
春
夫
が
使
っ
た
可
能
性
は
あ
る
か
。
こ
れ

は
、
製
作
年
次
か
ら
見
て
、
あ
り
得
な
い
。

と
す
る
な
ら
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
君
夢
我
」「
我
夢
君
」
を
含
む
作
Ｘ
が

あ
り
、
顧
随
も
佐
藤
春
夫
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
Ｘ

は
、
詩
詞
で
な
く
と
も
、
小
説
や
演
劇
中
の
表
現
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。

無
論
大
陸
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
製
作
も
し
く
は
発
表
が
、
一
九
二
〇
年
代
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
五
年
頃
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
も
そ
う
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
初
出
時
に
は
な
か
っ
た
世
外
民
の
送
別
詩
を
一
九
二
六
年
の

再
発
表
時
に
急
遽
挿
入
し
た
理
由
が
つ
く
。
そ
の
場
合
、
佐
藤
に
情
報
を
提
供

し
た
の
は
誰
だ
ろ
う
か
。
有
力
な
候
補
と
し
て
は
、
一
章
で
言
及
さ
れ
た
田
漢

（
二
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

世

外

民

世
外
民
と
い
う
名
は
、
そ
の
男
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
。
裕
福
で
高
い
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
持
つ
家
柄
、
つ
ま
り
儒
学
と
詩
文
を
究
め
た
伝
統
的
な
エ
リ

ー
ト
階
級
の
人
間
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
台
南
か
ら
汽
車
で
一
時
間
行
程
の
亀
山
の
麓
の
豪
家
の
出
で
あ
っ

た
。
家
は
代
々
秀
才
を
出
し
た
と
い
ふ
の
で
知
ら
れ
て
ゐ
た
。

こ
の
「
秀
才
」
と
い
う
の
は
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
学
問
の
よ
く
で
き
る

人
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。「
秀
才
」
の
語
に
は
、「
読
書
人
」
す
な
わ
ち
知

識
人
の
意
も
あ
る
が
、「
生
員
」
す
な
わ
ち
、
科
挙
の
最
初
の
試
験
に
受
か
っ

て
郷
試
の
受
験
資
格
を
得
た
者
の
意
が
本
来
で
あ
る
。
林
淑
美
「
清
代
台
湾
移

（
�
）

住
民
社
会
と
科
挙
受
験
秩
序
の
構
築
」
に
よ
れ
ば
、
清
代
に
中
国
本
土
の
人
が

台
湾
に
移
住
し
た
の
に
伴
っ
て
、
台
湾
で
も
科
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
省
」
ご
と
に
挙
人
（
郷
試
に
合
格
し
た
も
の
）
の
定
員
数
が
設
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
を
、
台
湾
は
「
府
」
で
あ
り
な
が
ら
一
枠
と
し
て
設
定
さ
れ
、
さ
ら

に
は
例
外
的
に
進
士
枠
も
設
け
ら
れ
た
。「
全
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
会
試
で
福
建
省

の
読
書
人
層
と
実
力
で
勝
負
す
れ
ば
、
進
士
資
格
の
獲
得
は
到
底
無
理
で
あ
っ

た
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
清
朝
に
よ
る
台
湾
の
科
挙
制
度
へ
の
配
慮
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
想
定
ど
お
り
に
事
は
進
ま
な
か
っ
た
。
台
湾
を
優
遇
す

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
福
建
か
ら
台
湾
へ
渡
っ
て
科
挙
を
受
け
る
者
が
増
え
、
結
局

台
湾
に
お
け
る
合
格
者
が
、
中
国
本
土
の
出
身
者
に
大
半
占
め
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

逆
に
考
え
れ
ば
、「
代
々
秀
才
を
出
し
た
」
と
い
う
文
意
は
、
世
外
民
の
家
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が
台
湾
人
と
し
て
は
数
少
な
い
エ
リ
ー
ト
家
庭
の
出
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
台
湾
は
一
八
九
五
年
か
ら
日
本
に
統
治
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
清
朝
も
ま
た
一
九
〇
五
年
九
月
に
科
挙
を
廃
止
す
る
に
い
た
っ

た
。
さ
ら
に
、
四
書
五
経
や
漢
詩
文
の
知
識
な
ど
無
用
の
長
物
、
む
し
ろ
近
代

化
を
妨
げ
る
悪
弊
と
認
識
さ
れ
る
方
向
に
進
む
。
世
外
民
は
、「
士
大
夫
」
と

し
て
世
に
生
き
る
と
い
う
人
生
を
奪
わ
れ
た
者
で
あ
り
、
一
種
の
高
等
遊
民
と

し
て
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
者
な
の
で
あ
る
。

一
章
に
記
さ
れ
た
通
り
、
日
本
統
治
期
に
お
い
て
も
詩
社
は
営
ま
れ
、
漢
詩

文
を
固
有
の
文
化
と
し
て
守
る
知
識
人
は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方

で
、
佐
藤
春
夫
が
台
湾
に
滞
在
し
た
一
九
二
〇
年
は
、
後
か
ら
見
る
と
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
な
る
年
で
あ
っ
た
。
台
湾
に
お
い
て
新
し
い
文
学
へ
の
転
換
が
叫
ば

れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
七
月
、
陳

が
「
文
学
与
職
務
」
を
『
台
湾
青
年
』
創
刊
号
に

発
表
し
、「
旧
文
学
を
批
判
し
て
、
科
挙
の
悪
習
の
影
響
を
受
け
て
お
り
「
文

章
は
あ
っ
て
も
作
用
は
な
く
、
学
術
は
あ
っ
て
も
思
想
は
な
い
」」
と
述
べ
た
。

彼
ら
が
起
こ
し
た
「
新
文
学
運
動
」
が
勧
め
る
文
体
は
「
白
話
文
」
す
な
わ
ち

口
語
文
で
あ
る
。
白
話
文
で
書
か
れ
た
『
台
湾
民
報
』
が
一
九
二
三
年
四
月
に

創
刊
さ
れ
、
大
陸
の
作
家
、
胡
適
の
著
作
も
転
載
さ
れ
た
（
彭
瑞
金
「
戦
前
台

（
�
）

湾
社
会
運
動
の
発
生
と
新
文
学
運
動
の
始
ま
り
」）。
そ
の
ほ
か
、
一
九
二
〇
年

代
に
は
雑
誌
で
「
日
用
文
鼓
吹
論
」「
論
普
及
白
話
文
的
新
使
命
」「
漢
文
改
革

（
�
）

論
」
な
ど
伝
統
的
な
漢
文
を
改
め
る
必
要
性
が
激
し
く
叫
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

佐
藤
は
、
一
九
二
〇
年
の
台
湾
の
こ
う
し
た
一
面
も
目
の
当
た
り
に
し
た
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、『
女
誡
扇
綺
譚
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
五
年
。
同

年
の
『
台
湾
民
報
』
に
は
張
我
軍
の
「
詩
体
的
解
放
」
な
ど
の
論
文
が
掲
載
さ

れ
（
四
七
〜
四
九
号
）、
漢
詩
を
否
定
し
自
由
詩
を
称
揚
す
る
な
ど
、
新
文
学

運
動
は
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、『
女
誡
扇
綺
譚
』
の
時
計
は
一

九
一
七
年
前
後
に
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
和
泉
司
に
よ
れ
ば
、
本
文
中
に

こ
の
二
三
年
後
に
台
湾
の
行
政
制
度
が
変
つ
て
台
南
の
官
衙
で
も
急
に
増

員
す
る
必
要
が
生
じ
た
時

と
あ
る
、
こ
の
行
政
制
度
の
改
変
が
一
九
二
〇
年
の
地
方
自
治
制
度
改
正
に
当

た
る
と
い
う
（『
日
本
統
治
期
台
湾
と
帝
国
の
〈
文
壇
〉
│
│
〈
文
学
懸
賞
〉

が
つ
く
る
〈
日
本
語
文
学
〉』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。
佐
藤
春
夫
は
、

一
九
二
〇
年
代
か
ら
勃
然
と
し
て
起
こ
っ
た
台
湾
文
壇
の
動
き
を
知
っ
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
敢
え
て
時
間
を
ず
ら
し
て
『
女
誡
扇
綺
譚
』
を
作
っ

た
。
そ
れ
は
、
世
外
民
を
伝
統
的
漢
文
脈
に
生
き
る
人
と
し
て
描
く
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
世
外
民
は
「
反
抗
の
気
慨
」
を
持
っ
た
硬
骨

漢
で
あ
る
。「
統
治
上
有
害
」
と
も
み
な
さ
れ
る
発
言
を
は
ば
か
ら
な
い
若
者

で
あ
る
。
一
九
二
五
年
と
い
う
時
間
で
彼
を
伝
統
的
知
識
人
と
し
て
描
い
た
な

ら
ば
、
む
し
ろ
、
新
し
い
文
学
の
思
潮
に
も
抗
す
る
人
と
い
う
別
の
色
合
い
が

付
与
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
批
判
者
と
し
て
の
世
外
民
の
立
場
を
微
妙
に
変

え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
は
し
ま
い
か
。

「
世
外
民
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、「
世
外
人
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。「
世
外
」
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と
は
俗
世
の
外
。「
世
外
民
」
と
い
う
語
を
詩
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

「
世
外
人
」
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
蘇
軾
の
「
題
盧
鴻
一
学
士
堂
図
（
盧
鴻

一
の
学
士
堂
の
図
に
題
す
）」
詩
に

方
為
世
外
人

方
に
世
外
の
人
と
為
る

行
止
何
須
録

行
止
（
ふ
る
ま
い
）
何
ぞ
須
ら
く
録
す
べ
け
ん
や

と
い
う
よ
う
な
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
浮
世
の
俗
事
に
煩
わ
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
世
界
に
住
む
人
間
。
し
か
し
、
そ
れ
は
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
そ

う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
物
と
し
て
の
世
外
人＝

世
外
民
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
、「
世
外
」
に
あ
る
と
は
、「
世
」
と
の
関
係
を
絶
ち
切
っ
て
し
ま
う
こ

と
で
は
な
い
。
仕
官
す
る
だ
け
の
能
力
が
あ
り
な
が
ら
仕
え
て
い
な
い
も
の
を

「
布
衣
」
と
呼
ぶ
が
、
敢
え
て
仕
え
ず
「
布
衣
」
と
し
て
の
道
を
選
ぶ
の
も
、

一
つ
の
政
治
的
な
姿
勢
と
理
解
す
る
の
が
、
中
国
の
儒
教
道
徳
に
お
け
る
通
常

（
�
）

の
理
解
で
あ
る
。「
世
外
民
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
ま
た
、
決
し
て
風
狂
の
人
に

は
あ
ら
ず
、
批
判
者
と
し
て
の
姿
勢
を
示
す
コ
ー
ド
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。民

族
的
絆
を
固
め
る
た
め
、
あ
る
い
は
、
植
民
地
統
治
を
進
め
る
上
で
の

�
価
値
�
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
か
つ
て
述
志
の
手
段
と
し
て
文
芸
の
上
席
を

占
め
て
い
た
漢
詩
は
そ
の
席
か
ら
す
べ
り
落
ち
、
存
在
の
意
義
が
変
容
し
つ
つ

あ
っ
た
。「
私
」
と
世
外
民
の
絆
は
、
漢
文
脈
を
通
し
て
の
共
感
、
理
解
で
結

ば
れ
て
い
た
が
、
世
外
民
は
一
九
一
〇
年
代
末
の
読
書
人
と
し
て
、
そ
の
岐
路

に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）
河
原
功
「
日
本
人
作
家
の
見
た
台
湾
原
住
民
│
中
村
古
峡
と
佐
藤
春
夫
」（
山
口
守

編
『
講
座

台
湾
文
学
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
、
第
２
章
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
田
漢
は
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
、
一
八
歳
か
ら
二
四
歳
ま
で
を
日
本

で
過
ご
し
た
。
東
京
高
等
師
範
学
校
で
学
び
つ
つ
、
演
劇
に
目
覚
め
、
社
会
運
動
に

も
参
加
。
佐
藤
春
夫
「
人
間
事
」（『
中
央
公
論
』
一
九
二
七
年
一
〇
月
）
は
、
留
学

を
終
え
て
帰
国
し
た
田
漢
が
、
一
九
二
七
年
六
月
に
短
期
で
来
日
し
、
佐
藤
春
夫
宅

に
滞
在
（
六
月
二
六
か
ら
二
九
日
）
し
た
と
き
の
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
二
人
の
深

い
交
流
を
示
す
。
郁
達
夫
と
も
面
識
が
あ
っ
た
。
台
湾
の
置
か
れ
た
状
況
の
理
解
は
、

こ
う
し
た
交
友
か
ら
も
深
ま
り
、
そ
れ
が
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
後
、
戦
時
下
に
お
け
る
佐
藤
春
夫
の
中
国
観
は
、

急
速
に
国
家
が
提
示
す
る
そ
れ
と
重
な
り
合
っ
て
い
っ
た
。

（
３
）
『
台
湾
新
聞
』
は
、
一
九
四
〇
年
一
月
一
日
（
一
三
二
四
九
号
）
か
ら
一
九
四
四
年

三
月
三
一
日
（
一
四
七
八
九
号
）
ま
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

以
前
の
も
の
は
、
東
京
大
学
の
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
に
一
部
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

目
指
す
一
九
二
〇
年
の
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
正
年
間
だ
と
一
九
一
四
年
か
ら

一
九
一
六
年
の
一
部
が
存
在
す
る
。
日
台
交
流
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
『
台
南
新
報
』（
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
も
一
九
二
一
年
五
月
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
河
原
功
『
台
湾
新
文
学
運
動
の
展
開
』（
研
文
出
版
、
一
九
九

七
年
、
一
六
頁
）
に
、
林
献
堂
と
林
熊
徴
の
違
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
林
献
堂
は

こ
の
直
後
か
ら
、
台
湾
文
化
協
会
の
設
立
（
一
九
二
一
年
一
〇
月
）
や
台
湾
議
会
設

置
運
動
（
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
三
四
年
）
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
動
を
始
め
て

い
る
。
こ
の
「
殖
民
地
の
旅
」
に
は
、
案
内
人
の
Ａ
君
が
台
湾
屈
指
の
富
豪
で
あ
る

林
家
の
由
来
を
語
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
乾
隆
七
八
年
頃
、
漳
州
か
ら
同
族
を
率
い
て

こ
の
地
に
や
っ
て
き
て
二
百
年
経
つ
と
い
う
が
、「
名
高
い
家
柄
だ
け
に
何
か
と
言
ひ
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触
ら
さ
れ
た
も
の
が
広
く
伝
は
つ
て
ゐ
る
も
の
と
見
え
る
。
僕
は
後
年
安
平
港
に
取

材
し
て
拙
作
女
誡
扇
綺
譚
と
い
ふ
の
を
も
の
し
た
が
、
こ
の
と
き
Ａ
君
か
ら
聞
い
た

話
も
そ
の
一
部
分
に
取
入
れ
た
」
と
あ
る
。「
女
誡
扇
綺
譚
」
執
筆
時
、
林
献
堂
の
こ

と
が
頭
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
殖
民
地
の
旅
」
に
あ
っ
た
台
湾
人
の
置
か
れ
た
状
況

の
認
識
も
と
も
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
名
望
家
の
林
献
堂
も
、
そ
の
力

の
背
後
に
弱
者
を
力
で
搾
取
し
た
家
の
歴
史
が
あ
る
は
ず
だ
と
す
る
な
ら
ば
、「
女
誡

扇
綺
譚
」
中
の
、
沈
家
の
祖
に
殺
さ
れ
た
女
性
の
す
が
た
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
５
）
矢
内
原
忠
雄
『
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
九
年
）
の
第
一
篇
第

三
節
の
「
林
本
源
製
糖
会
社
」
の
注
に
、「
林
本
源
家
は
台
湾
在
来
の
豪
族
に
し
て
領

台
当
時
動
乱
を
避
け
て
二
、
三
百
万
円
を
上
海
の
香
上
銀
行
に
預
金
し
た
と
い
ふ
。

然
る
に
総
督
府
は
之
に
勧
め
そ
の
資
金
を
台
湾
に
移
し
て
製
糖
会
社
を
設
立
せ
し
め

（
明
治
四
十
二
年
）、
而
し
て
糖
務
局
及
台
湾
銀
行
よ
り
人
を
入
れ
て
経
営
に
当
ら
し

め
た
。
遂
に
昭
和
二
年
塩
水
港
製
糖
に
合
併
せ
ら
る
」
と
あ
る
。

（
６
）
台
湾
史
研
究
家
の
戴
寶
村
は
、「
移
民
台
湾：

台
湾
移
民
歴
史
的
考
察
」（
台
湾
月

間
双
月
電
子
報

二
〇
〇
六
年
八
月
号http

://subtpg.tpg.gov.tw
/w
eb−life/taiw

an/

9608/9608−14.htm

）2016

年11

月10

日
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。
こ
の
記
述
は
李
明
珠

他
編
『
台
湾
史
十
一
講
』（
国
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）
に
収
録
）
に

お
い
て
、
一
九
二
六
年
の
調
査
で
福
建
人
（
閩
南
語
使
用
）
に
つ
い
て
「
泉
州
人
比

較
多
是
在
住
靠
海
線
的
西
南
沿
海
地
方
、
漳
州
人
的
居
住
地
則
比
較
靠
内
陸
地
方
」

「
在
福
建
人
的
百
分
之
八
十
三
點
七
裡
面
、
泉
州
人
佔
了
百
分
之
四
十
五
、
漳
州
人
佔

了
百
分
之
三
十
五
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
泉
州
人
と
漳
州
人
の
差
異
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
が
、
特
に
厦
門
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
厦
門
の
人
は
お
そ
ら
く

漳
州
人
の
一
部
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
情
は
佐
藤
春
夫
の
認
識
と
少
し
異

な
り
、
漳
州
人
よ
り
泉
州
人
の
方
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
磯
村
美
保
子
「
佐
藤
春
夫
の
台
湾
体
験
と
「
女
誡
扇
綺
譚
」
│
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ネ

ス
の
境
界
と
国
家
・
女
性
」（『
金
城
学
院
大
学
論
集

人
文
科
学
編

第
２
巻
第
１

号
』
二
〇
〇
五
年
九
月
）
は
、
こ
の
小
説
に
、「「
私
」
と
世
外
民
」、「
漢
文
と
日
本

語
」「
泉
州
語
と
台
湾
語
」「
沈
家
の
娘
と
下
婢
」
な
ど
の
二
重
性
を
見
出
し
、「
台
湾

が
体
現
す
る
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ネ
ス
の
境
界
、
そ
こ
に
生
き
る
女
性
の
問
題
に
つ
い
て

考
察
」
し
て
い
る
。
ま
た
、
河
野
龍
也
「
言
語
体
験
と
し
て
の
旅
│
佐
藤
春
夫
の

「
台
湾
も
の
」
に
お
け
る
「
越
境
」」（『
跨
境
』
第
３
号
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
で
は
、

佐
藤
春
夫
が
「
異
文
化
理
解
の
可
能
性
や
、
植
民
地
の
社
会
構
造
を
、「
言
語
」
と
い

う
切
り
口
か
ら
考
え
て
い
っ
た
形
跡
」
を
追
っ
て
い
る
。

（
８
）
藤
井
省
三
「
清
末
〜
一
九
二
〇
年
代
の
台
湾
文
学
│
「
世
外
民
」
世
代
に
と
っ
て

の
漢
詩
と
日
本
語
」（『
講
座

台
湾
文
学
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
、
第
１
章
）

中
に
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
。

（
９
）
市
川
桃
子
『
中
国
古
典
詩
に
お
け
る
植
物
描
写
の
研
究
│
蓮
の
文
化
史
』（
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
七
年
）
に
「
蓮
」
は
「
憐
」
の
「
諧
音
相
関
語
」
と
し
て
、
恋
を
歌
う

ハ
ス
の
詩
の
系
譜
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
藤
春
夫
の
『
車
塵
集
』
に
は
、

明
・
端
淑
卿
の
「
採
蓮
」
の
訳
詩
が
見
え
る
。

（
１０
）
顧
随
の
事
蹟
及
び
作
品
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
閔
軍
撰
『
顧
随
年
譜
』（
中
華
書

局
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。

（
１１
）
両
作
と
も
本
文
は
『
顧
随
文
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

（
１２
）
林
淑
美
「
清
代
台
湾
移
住
民
社
会
と
科
挙
受
験
秩
序
の
構
築
│
特
に
閔
・
粤
関
係

を
め
ぐ
っ
て
」“N

U
C
B
journal

of
econom

ics
and

inform
ation

science”

五
〇

（
一
）、
二
〇
〇
五
年
九
月
。

（
１３
）
下
村
作
次
郎
・
藤
井
省
三
、
中
島
利
郎
、
黄
英
哲
編
『
よ
み
が
え
る
台
湾
文
学
│

日
本
統
治
期
の
作
家
と
作
品
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
五
年
）
所
収
。

（
１４
）
中
島
利
郎
・
河
原
功
・
下
村
作
次
郎
編
『
日
本
統
治
期
台
湾
文
学

文
芸
評
論
集
』

第
一
巻
（
緑
蔭
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
。

（
１５
）
た
と
え
ば
、
神
楽
岡
昌
俊
『
中
国
に
お
け
る
隠
逸
思
想
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
三
年
）
に
は
、
唐
代
ま
で
の
隠
逸
思
想
の
分
析
が
な
さ
れ
、「
社
会
批
判
、
政

治
批
判
」
と
し
て
の
「
逸
民
」
の
あ
り
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

※
佐
藤
春
夫
の
作
品
の
引
用
は
『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
〜
二
〇

〇
一
年
）
に
よ
り
、
漢
字
は
通
行
字
体
に
改
め
た
。

佐藤春夫『女誡扇綺譚』論

二三


